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立

76　（562）・

河

手

龍

海

【
要
約
】
　
幕
藩
体
制
確
立
期
に
お
け
る
藩
主
権
力
の
確
立
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
問
題
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
藩
主
権
力
の
確
立

を
示
す
藩
主
親
政
の
実
態
な
ら
び
に
藩
機
構
の
整
備
を
江
戸
時
代
初
期
の
時
点
に
お
い
て
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
論
文
は
鳥
取
藩
池
田
家
の
藩
祖
池
田
光
仲
の
藩
主
権
力
確
立
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
諸
事
情
を
把
握
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
幼
年
に
し
て
藩
主
の
座
に
つ
い
た
池
田
華
墨
が
、
そ
の
成
長
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
家
老
勢
力
と
の
対
抗
と
そ
の
抑
圧
と
を
、
彼
の
幕
府
権

力
の
利
用
、
池
田
象
一
門
の
設
定
な
ど
の
諸
施
策
を
通
じ
て
分
析
し
、
つ
ぎ
に
、
家
臣
団
の
格
式
固
定
、
藩
機
構
の
整
備
を
通
じ
て
藩
主
権
力
の
固
定
を

は
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
宗
藩
権
力
の
維
持
と
固
定
を
目
的
と
し
て
支
藩
設
置
を
も
く
ろ
ん
だ
こ
と
な
ど
を
分
析
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
池
田
光
仲

の
黄
壁
土
へ
の
改
派
事
件
を
通
じ
て
、
彼
の
権
威
主
義
の
実
態
を
紹
介
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
一
巻
四
号
　
一
九
七
八
年
七
月

鳥
取
池
田
家
成
立
ま
で
の
概
要

　
慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
弾
力
原
役
後
の
論
功
行
賞
に
よ
っ
て
、

　
　
　
①

に
お
い
た
。

播
磨
一
力
国
（
五
二
万
石
）
を
賜
わ
っ
た
池
田
輝
政
は
、
そ
の
居
城
を
姫
路

　
つ
い
で
慶
長
八
年
に
は
、
輝
政
の
二
子
池
田
人
混
に
備
前
国
が
与
え
ら
れ
（
＝
＝
万
五
千
石
）
た
が
、
当
時
五
歳
の
幼
年
で
あ
っ
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
の
兄
池
田
利
隆
が
か
わ
っ
て
岡
山
へ
移
り
執
政
に
つ
と
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
慶
長
一
五
年
に
は
、
輝
政
の
三
子
池
田
忠
雄
に
淡
路
国
（
六
万
三
千
石
）
が
与
え
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
以
上
の
如
く
、
忠
継
・
忠
雄
に
合
計
三
七
万
石
鎌
が
与
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
成
人
の
後
あ
た
ふ
べ
し
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、
事
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実
上
は
池
田
輝
政
の
所
領
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
く
、
い
わ
ゆ
る
池
田
氏
百
万
石
時
代
が
出
現
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
江
戸
幕
府
が
忠
継
・
忠
雄
両
名
に
対
し
、
右
の
如
き
優
遇
策
を
取
っ
た
の
は
、
輝
政
の
継
室
で
あ
る
督
姫
（
良
正
院
）
が
徳
川
家
康
の
娘
で
あ

り
、
忠
継
・
忠
雄
を
は
じ
め
、
輝
澄
・
政
綱
・
輝
興
の
生
母
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
慶
長
一
八
（
一
六
＝
二
）
年
池
田
輝
政
の
逝
去
に
際
し
、
幕
府
は
輝
政
遺
領
の
分
断
を
決
し
、
同
年
六
月
播
磨
国
五
二
万
石
を
長
子
武
蔵
町
利

隆
に
、
備
前
国
三
一
万
五
、
○
○
○
石
と
、
こ
れ
に
播
磨
国
宍
粟
・
佐
用
・
赤
穂
の
三
郡
を
加
え
て
二
子
左
衛
門
督
皇
継
に
、
淡
路
国
六
万
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

○
○
○
石
を
三
子
宮
内
少
輔
忠
雄
に
分
賜
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
附
随
し
て
家
臣
団
も
播
・
備
・
淡
に
そ
れ
ぞ
れ
分
属
さ
れ
た
が
、
老
臣
に
し
て
忠
言
に
属
せ
ら
れ
た
も
の
に
、
荒
尾
但
馬
守
成
房
・

同
志
摩
守
隆
重
・
和
田
壱
岐
守
正
信
・
津
田
将
監
元
房
な
ど
が
い
る
。

　
荒
尾
氏
は
輝
政
の
母
方
の
外
戚
で
、
姫
路
時
代
に
は
播
州
龍
野
に
お
い
て
一
万
石
を
領
し
た
と
い
わ
れ
る
。
忠
継
が
備
前
に
封
ぜ
ら
れ
る
に

及
ん
で
そ
の
老
職
を
勤
め
た
。

　
輝
政
家
臣
団
の
分
属
が
如
何
な
る
理
由
と
形
態
と
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
か
、
興
味
深
い
問
題
の
一
つ
で
あ
る
が
、
今
後
の
研
究
に
待
ち
た

い
。

　
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
痘
瘡
に
よ
っ
て
一
七
歳
で
逝
去
し
た
池
田
忠
継
の
後
嗣
に
、
淡
路
の
領
主
池
田
忠
雄
を
も
っ
て
し
、
淡
路
を
尊
公
す

る
と
と
も
に
、
備
前
三
一
万
五
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
池
田
輝
澄
に
播
磨
国
宍
粟
郡
三
万
八
○
○
○
石
、
池
田
政
綱
に
同
国
赤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

穂
郡
三
万
五
〇
〇
〇
石
、
池
田
輝
興
に
同
国
佐
用
郡
二
万
五
〇
〇
〇
石
が
分
賜
さ
れ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
、
姫
路
城
主
池
田
利
隆
は
元
和
二
年
逝
去
し
、
そ
の
遺
構
は
池
田
光
政
に
賜
わ
っ
た
が
、
当
時
八
歳
と
い
う
幼
弱
の
故
を
も
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

因
幡
・
伯
替
こ
ご
一
万
石
を
与
え
ら
れ
鳥
取
に
転
封
さ
れ
た
。

　
池
田
輝
政
の
存
命
中
、
あ
る
い
は
そ
の
死
後
、
そ
の
遺
領
相
続
に
お
い
て
、
利
隆
の
系
統
よ
り
も
、
忠
継
・
忠
雄
の
系
統
に
厚
か
っ
た
の
は
、

後
者
の
系
統
が
徳
川
家
康
の
外
孫
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
に
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸
時
代
鳥
取
・
岡
山
両
輪
田
家
と
呼
称
さ
れ
つ
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つ
も
、
忠
継
・
忠
雄
の
系
統
が
親
幕
府
的
で
あ
り
、
ま
た
準
家
門
的
待
遇
を
う
け
た
の
も
上
記
の
理
由
に
よ
る
。

　
寛
永
八
（
＝
ハ
三
一
）
年
播
州
赤
穂
領
主
池
田
政
綱
の
逝
去
に
あ
た
り
、
そ
の
遺
領
は
池
田
忠
雄
の
願
に
よ
り
、
そ
の
弟
輝
澄
・
輝
興
の
両
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

に
分
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
輝
興
の
所
領
佐
用
郡
二
万
五
、
○
○
○
石
を
輝
澄
に
加
え
て
六
万
三
、
○
○
○
石
と
し
、
輝
興
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

赤
穂
郡
三
万
五
、
○
○
○
石
を
与
え
た
。

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
寛
永
七
年
備
前
岡
山
に
お
い
て
起
っ
た
、
池
田
忠
雄
の
家
臣
渡
辺
数
馬
の
弟
源
太
郎
（
又
源
大
夫
）
に
対
す
る
河
合
又
五
郎

の
殺
害
事
件
は
、
池
田
氏
と
旗
本
と
の
対
立
関
係
に
ま
で
発
展
し
、
両
者
衝
突
の
危
機
を
は
ら
ん
だ
寛
永
九
年
池
田
忠
雄
は
痘
瘡
に
よ
っ
て
逝

　
　
⑨

去
し
た
。

　
時
に
世
子
池
田
勝
五
郎
は
三
歳
の
幼
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
二
〇
万
石
に
減
知
の
こ
と
が
と
り
ざ
た
さ
れ
た
が
、
幕
府
は
勝
五
郎
の
叔
父
松
平

（
池
田
）
輝
澄
、
同
輝
興
の
両
名
と
、
執
政
荒
尾
内
匠
介
成
利
・
同
志
摩
守
正
則
・
乾
兵
部
直
幾
の
三
名
を
召
し
、
勝
五
郎
に
家
督
を
許
す
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
も
に
、
備
前
を
転
じ
て
因
幡
・
伯
薔
両
国
と
交
換
し
、
三
二
万
石
を
領
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

　
触
知
の
こ
と
な
く
、
所
領
交
換
の
み
に
止
っ
た
の
は
、
老
臣
荒
尾
氏
ら
の
功
績
に
よ
る
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
、
前
記
の
如
く
徳
川
氏
と
の
血

縁
関
係
が
あ
つ
か
っ
て
力
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
③
　
　
『
徳
川
実
紀
』
　
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
慶
長
五
年
の
条
、
慶
長
一
八
年
正
月
　
　
　
　
⑧
　
二
恩
　
寛
永
八
年
八
月
七
観
の
粂

　
　
廿
五
日
の
条
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
同
右
　
寛
永
七
年
一
〇
月
の
条
、
同
九
年
四
月
の
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
校
正
池
田
氏
系

　
な
お
、
註
①
～
⑨
は
鳥
取
池
国
家
文
書
「
池
田
氏
家
譜
集
成
」

　
譜
」
（
鳥
取
県
博
物
館
蔵
）
を
も
参
照
し
た
。

②
　
同
右
、
慶
長
八
年
四
月
の
条
、
慶
長
一
八
年
正
月
十
五
日
の
条

③
同
輩
、
慶
長
一
五
年
二
月
の
条
、
慶
長
一
入
年
正
月
廿
五
日
の
条

④
　
同
右
　
慶
長
一
八
年
正
月
廿
五
日
の
条

⑤
　
同
右
慶
長
一
八
年
六
月
一
六
日
の
条

⑥
　
同
右
　
元
和
元
年
穴
掘
廿
八
厩
の
条

⑦
漫
録
元
和
三
年
三
月
六
日
の
条

⑩
同
右
寛
永
九
年
六
月
｝
八
日
の
条
。
鳥
取
池
田
家
文
書
「
光
仲
公
御
亭
」
（
鳥

　
取
博
物
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
次
の
如
く
あ
る
。

　
覧
永
九
年
壬
申
六
月
十
八
日
御
家
督
御
相
続
御
年
三
、
備
前
ノ
国
ヲ
改
メ
因
幡
伯

　
轡
両
国
ヲ
賜
ル
、
御
黒
書
院
ニ
テ
松
平
石
見
守
霜
・
松
平
右
近
太
夫
君
・
丼
御
家

　
老
荒
尾
内
匠
介
・
荒
尾
志
摩
守
・
乾
兵
部
大
輔
三
人
モ
御
前
へ
略
帽
ラ
レ
、
上
意

　
両
国
勝
五
郎
へ
被
遣
候
、
幼
少
二
候
網
目
老
若
増
量
有
之
三
共
薄
闇
畑
胴
飼
商
口
仰
付
候
、

　
幼
少
ノ
内
随
分
守
立
可
申
、
両
國
仕
置
之
義
、
何
レ
モ
立
談
致
シ
取
捌
回
申
候
、

　
宰
相
備
前
ユ
被
為
置
御
心
安
思
召
、
又
ハ
常
々
御
奉
公
ブ
リ
之
段
彼
是
以
テ
惜
思
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召
ノ
由
、
御
懇
ノ
上
意
。

二
　
家
老
権
力
の
実
態

　
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
鳥
取
藩
主
と
な
っ
た
池
田
勝
五
郎
（
光
仲
）
が
、
親
政
を
開
始
す
る
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
ま
で
の
約
一
五
年
間
は
、

家
老
政
治
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
家
老
政
治
公
許
の
根
拠
と
な
っ
た
史
料
は
、
次
に
示
す
寛
永
九
年
七
月
二
日
の
上
意
で
あ
る
。

　
　
　
荒
尾
内
匠
頭
・
荒
尾
志
摩
・
乾
兵
部
、
従
幕
府
之
召
に
応
じ
て
登
営
す
、
於
黒
書
院
蒙
上
意
、
因
幡
・
伯
誓
両
国
の
仕
置
の
こ
と
、
御
製
に
被
仰
含
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
事
畢
て
右
の
三
人
へ
御
国
へ
の
御
暇
被
仰
出
之
、
各
へ
呉
服
を
賜
は
る
云
、

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
両
荒
尾
・
乾
の
三
家
老
に
対
し
、
因
伯
ニ
カ
国
の
仕
置
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
寛
永
九
年
六
月

二
八
目
、

　
　
　
勝
五
郎
公
平
川
口
よ
り
御
登
城
、
御
屠
見
有
之
、
荒
尾
内
匠
介
・
荒
尾
志
摩
守
・
乾
兵
部
少
輔
も
登
城
、
於
御
黒
書
院
両
国
仕
置
之
儀
、
御
三
上
意
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
呉
服
拝
領
、
且
伯
州
米
子
城
荒
尾
内
匠
介
可
罷
在
旨
並
三
人
共
可
帰
国
由
也

と
あ
り
、
荒
尾
成
利
に
対
し
て
は
、
特
に
米
子
城
預
け
の
上
意
が
で
て
い
る
。

　
し
か
し
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
荒
尾
成
利
に
は
鳥
取
に
お
け
る
家
老
仕
概
の
こ
と
が
あ
り
、
代
人
を
派
遣
せ
ざ
る
を
得
ず
、
寛
永
一
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

酒
井
讃
岐
守
忠
勝
の
許
可
を
得
て
、
成
利
の
弟
荒
尾
図
書
葛
藤
を
米
子
へ
常
駐
さ
せ
る
こ
と
に
決
し
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
、
荒
尾
成
算
組
に

編
入
さ
れ
て
い
た
荒
尾
組
士
五
〇
余
人
も
あ
わ
せ
て
米
子
に
常
駐
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
以
上
の
如
く
、
幕
府
権
力
の
支
持
を
得
て
、
荒
尾
成
利
を
は
じ
め
、
鳥
取
藩
家
老
権
力
の
基
礎
は
盗
っ
た
が
、
同
時
に
幕
府
そ
の
も
の
も
、

彼
ら
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鳥
取
藩
を
幕
府
権
力
の
中
に
く
み
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。

　
米
子
荒
尾
氏
の
「
自
分
手
政
治
」
と
称
せ
ら
れ
る
一
種
の
自
治
権
に
つ
い
て
は
、
既
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
詳
細
は
そ
の
論
述
に
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④

ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
大
要
の
み
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
荒
尾
氏
は
藩
主
池
田
家
の
外
戚
で
、
と
く
に
米
子
荒
尾
氏
は
家
老
筆
頭
、
　
一
万
五
、
○
○
○
石
の
知
行
地
を
宛
行
わ
れ
て
い
た
。
倉
吉
荒
尾

氏
は
米
子
荒
尾
氏
の
分
家
で
あ
り
石
高
一
万
二
、
○
○
○
石
を
所
領
し
た
。

　
米
子
荒
尾
氏
の
「
自
分
手
政
治
」
の
権
限
の
内
容
を
示
す
と
、
ま
ず
、
米
子
町
奉
行
任
命
権
の
掌
握
が
あ
げ
ら
れ
る
。
関
係
史
料
を
示
す
と

　
　
　
　
　
　
⑤

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
一
米
子
町
奉
行
古
来
ハ
倉
吉
之
通
、
家
来
相
勤
さ
せ
幸
運
得
共
、
雲
州
御
役
人
酔
文
通
共
致
し
面
倒
之
筋
も
有
之
無
難
、
来
旨
申
立
、
組
内
二
て
相
勤

　
　
　
候
様
相
成
事
由
、
然
ル
処
当
時
ハ
右
文
通
取
遣
り
致
シ
候
儀
も
無
之
二
戸
、
前
々
之
通
家
来
相
勤
候
様
二
半
シ
度
旨
、
近
江
よ
り
申
聞
達
欝
欝
候
処
、

　
　
　
伺
之
通
被
仰
出
候
事

　
こ
れ
は
、
米
子
・
夢
心
の
両
町
奉
行
が
荒
尾
氏
の
家
臣
を
も
っ
て
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
史
料
で
あ
る
。
た
だ
、
米
子
荒
尾
氏
の

場
合
は
中
途
、
出
雲
役
人
と
の
交
渉
上
、
米
子
組
士
に
変
更
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
復
権
運
動
に
よ
っ
て
旧
に
復
し
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
幕
府
巡
見
使
に
対
す
る
答
書
に
も
そ
の
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
権
限
は
在
方
に
ま
で
及
ぶ
も
の

で
な
い
こ
と
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。
関
係
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
一
私
領
中
町
方
寺
社
等
之
仕
置
ハ
私
ヨ
リ
申
付
候
、
尤
品
ニ
ヨ
リ
勝
五
郎
へ
申
聞
、
寛
歩
申
儀
モ
御
座
候
、
在
方
之
儀
ハ
勝
五
郎
役
人
ヨ
リ
取
斗
申
事

　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
二
御
座
候

　
米
子
町
奉
行
を
荒
尾
氏
の
家
臣
を
も
っ
て
任
命
す
る
こ
と
は
、
米
子
町
政
を
荒
尾
氏
が
掌
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
示
す
米
子
構
に
お
け

る
荒
尾
氏
の
初
動
逮
捕
権
は
こ
の
よ
う
に
し
て
確
立
し
た
と
い
え
る
。

　
　
　
一
米
子
自
分
構
之
場
所
ニ
テ
都
テ
致
悪
事
候
も
の
、
自
分
手
甲
テ
差
押
、
取
調
之
上
、
同
所
御
家
中
長
屋
者
と
警
告
μ
候
得
ハ
、
其
旨
同
所
家
来
共
よ

　
　
　
り
組
之
筆
頭
エ
尋
遣
シ
、
弥
稲
違
無
之
段
及
返
報
候
得
ハ
、
家
来
共
よ
り
申
達
シ
候
上
、
御
目
付
山
内
源
三
郎
綿
肺
工
翁
渡
候
様
申
付
、
其
外
在
中
之
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鳥取藩における宗主権の確立（河手）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
　
　
者
蓮
も
同
様
、
是
又
家
来
共
よ
り
在
方
根
帳
桐
生
庭
上
申
達
シ
、
其
趣
二
審
山
内
源
三
郎
役
手
工
相
渡
候
様
申
付
候
心
得
二
候
、

　
伯
誉
国
六
郡
に
つ
い
て
は
、
会
見
・
汗
入
・
日
野
を
西
三
郡
、
八
橋
・
久
米
・
河
村
を
中
西
三
郡
と
呼
称
し
、
前
足
を
米
子
構
、
後
者
を
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

吉
構
と
し
、
前
者
は
荒
尾
成
利
の
組
士
を
も
っ
て
、
後
者
は
荒
尾
嵩
就
の
騒
士
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
治
安
に
あ
た
ら
せ
た
。

　
米
子
・
倉
吉
両
組
の
機
構
は
、
米
子
組
の
場
合
、
組
の
筆
頭
役
を
は
じ
め
、
御
目
付
・
御
普
請
奉
行
・
同
吟
味
役
・
裏
判
御
吟
味
・
御
郡
奉

行
・
御
破
損
奉
行
・
銀
札
場
目
付
な
ど
合
計
一
五
の
役
職
が
あ
り
、
士
分
の
者
を
も
っ
て
任
命
し
た
。
徒
以
下
の
役
職
は
御
蔵
奉
行
・
川
口
番

・
町
目
付
・
作
事
番
な
ど
計
二
〇
の
役
職
が
あ
っ
た
。
町
奉
行
は
荒
尾
氏
の
家
臣
で
あ
る
陪
臣
の
役
職
で
あ
っ
た
た
め
、
前
記
の
機
構
か
ら
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

外
さ
れ
て
い
る
。
倉
告
組
の
場
合
も
右
と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
役
職
数
は
米
子
組
よ
り
少
な
い
。

　
次
に
、
開
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
の
史
料
に
よ
る
と
、
米
子
・
倉
吉
編
組
士
と
藩
主
と
の
つ
な
が
り
は
、
年
一
回
の
年
頭
登
城
の
み
と
な
っ
て

　
⑩
い
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、
い
っ
と
は
な
く
聖
代
一
名
の
年
頭
御
礼
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
も
中
絶
の
形
と
な
っ
た
。
天
明
四
（
一
七
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

年
か
ら
は
惣
代
一
名
の
年
頭
御
礼
に
復
帰
し
た
が
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
藩
主
と
の
関
係
は
、
甚
だ
疎
遠
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
こ
れ
に
反
し
、
荒
尾
氏
と
選
士
と
の
関
係
は
、
そ
の
緊
密
度
を
強
め
た
の
み
な
ら
ず
、
一
転
し
て
臣
従
的
関
係
さ
へ
も
強
め
た
と
い
え
る
。

そ
の
一
、
二
例
を
示
す
と
、
江
戸
初
期
荒
尾
内
匠
頭
栄
利
の
と
き
、
米
子
城
に
お
い
て
米
子
組
士
を
参
謁
さ
せ
、
藩
主
の
御
園
見
の
儀
式
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
ら
え
、
　
二
人
宛
璽
斗
を
取
っ
て
手
つ
か
ら
遣
は
」
そ
う
と
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
幸
に
し
て
そ
の
こ
と
な
く
終
っ
て
い
る
が
、

荒
尾
成
利
と
米
子
組
士
と
の
関
係
を
推
測
す
る
好
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
文
政
元
（
一
八
一
八
）
年
荒
尾
成
緒
の
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

子
へ
の
御
初
入
り
に
際
し
、
寒
梅
に
対
す
る
態
度
が
家
臣
に
対
す
る
如
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　
米
子
・
倉
吉
の
両
荒
尾
茂
に
代
表
さ
れ
る
「
自
分
手
政
治
」
の
権
限
を
縮
少
さ
れ
た
形
に
お
い
て
許
さ
れ
た
も
の
に
、
松
崎
の
和
田
茂
、
八
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
津
田
氏
、
帯
留
の
鵜
殿
氏
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
氏
は
、
荒
尾
氏
の
如
き
組
士
の
常
駐
は
許
さ
れ
ず
、
足
軽
の
み
の
定
住
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
如
く
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
「
自
分
手
政
治
」
は
、
江
戸
初
期
に
お
け
る
軍
事
的
、
政
治
的
必
要
性
を
も
っ
て
成
立
し
た
形
態
と
思
わ

れ
る
が
、
．
こ
れ
が
前
池
潤
時
代
（
池
田
光
政
の
統
治
時
代
）
か
ら
の
踏
襲
で
あ
っ
た
の
か
、
池
田
光
仲
時
代
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
さ

81 （567）



ら
に
は
、
池
田
忠
継
・
忠
雄
の
備
前
統
治
時
代
か
ら
め
形
態
で
あ
っ
た
の
か
、
．
そ
の
解
決
は
容
易
で
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
自
分
手
透
治
し

の
形
態
が
荒
尾
氏
の
権
威
確
立
に
あ
つ
か
っ
て
力
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

①
「
幕
府
日
記
」
寛
永
九
年
七
月
二
日
の
条
。
鳥
取
池
田
家
文
書
「
荒
尾
成
文
家

　
譜
」
（
鳥
取
県
博
物
館
蔵
）
及
び
「
光
勲
公
認
伝
」
の
寛
永
九
年
七
月
二
日
の
条
。

②
　
　
「
荒
尾
成
文
家
譜
」
寛
永
九
年
六
月
の
条
。

③
同
額
寛
永
一
〇
年
の
条
。

④
　
拙
論
「
鳥
取
藩
に
お
け
る
荒
尾
手
政
治
の
研
究
」
（
『
鳥
取
大
学
教
養
部
紀
要
』

　
第
四
巻
　
昭
和
四
五
年
）
。

⑤
鳥
取
池
田
家
文
書
「
米
子
・
倉
吉
・
松
崎
・
八
橋
御
定
」
（
鳥
取
鼠
博
物
館
蔵
）

　
（
自
宝
暦
二
年
至
文
政
十
年
）
安
永
二
年
閏
三
月
七
目
の
条
。

⑥
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
従
公
儀
荒
尾
近
江
家
へ
御
尋
返
答
之
事
」
　
（
鳥
取
梁
博
物

　
館
蔵
）
。

⑦
　
文
化
一
閥
年
「
米
子
・
倉
吉
・
松
崎
・
八
橋
御
定
」

⑧
　
『
鳥
取
藩
史
隔
第
一
一
巻
　
二
九
七
頁

⑨
　
同
右
　
二
九
九
頁
、

⑩
　
「
米
子
・
倉
晋
等
御
定
」
に
よ
る
と
、
明
暦
二
年
、
「
年
頭
二
選
二
〆
、
御
礼
二

可
蓬
重
量
晶
」
・
あ
・
．

⑪
　
　
「
同
右
御
定
」
に
よ
る
と
、
天
明
四
年
の
条
に
、

　
一
米
子
組
之
面
々
、
来
春
よ
り
前
々
困
難
、
毎
歳
何
れ
も
致
出
府
、
年
始
之
御
礼

　
　
申
三
度
旨
奉
棋
風
段
、
先
達
テ
申
越
思
付
、
前
々
取
調
目
処
、
米
子
組
＃
倉
吉

　
　
組
之
面
々
、
代
り
之
前
番
後
番
両
度
宛
致
出
府
、
年
頭
御
礼
申
蝉
茸
儀
も
有
之
、

　
　
又
ハ
惣
名
代
壱
人
宛
罷
出
御
礼
申
上
輿
儀
も
有
之
嘉
穂
共
、
中
興
如
何
之
訳
ニ

　
　
テ
相
止
候
哉
、
相
分
リ
不
申
、
物
成
上
之
節
共
右
出
府
被
成
御
免
候
儀
哉
、
相

　
　
分
り
不
申
、
何
分
右
御
礼
之
儀
中
絶
い
た
し
豊
艶
候
処
、
駒
之
通
単
願
候
儀
二

　
　
付
、
此
以
後
ハ
毎
歳
壱
人
宛
出
府
致
シ
、
正
月
二
日
年
始
之
御
礼
可
被
為
講
哉

　
　
と
相
伺
候
処
、
其
通
被
御
講
旨
被
仰
出
、
其
段
申
渡
議
事

＠
　
上
野
忠
親
著
「
隣
妃
語
林
」
巻
之
九
、
（
鳥
取
博
物
館
、
同
図
書
館
蔵
）
。
上
野

　
親
親
は
鳥
取
藩
主
池
田
光
仲
の
側
室
上
野
勾
の
甥
で
、
鳥
取
池
田
家
に
招
か
れ
、

　
六
百
石
寄
合
組
に
班
せ
ら
れ
た
。
幼
年
よ
り
学
を
好
み
、
　
「
渉
臨
月
林
」
　
「
雪
窓

　
夜
話
」
　
「
木
鼠
翁
随
筆
」
な
ど
を
あ
ら
わ
し
、
池
田
光
仲
に
関
す
る
逸
話
を
多
く

　
収
録
し
て
い
る
。
一
方
武
芸
に
も
通
じ
、
剣
槍
弓
術
を
も
よ
く
し
た
。
鳥
取
藩
に

　
旧
説
の
伝
わ
る
の
は
、
彼
の
た
ま
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
元
文
二
年
鳥
取
藩
百

　
姓
一
揆
の
こ
と
に
関
係
し
、
閉
門
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
は
専
ら
文
筆
に
専
念

　
し
、
宝
暦
五
年
七
二
歳
で
没
し
た
。

⑬
『
米
子
市
史
』
二
五
三
頁
。
文
政
元
年
荒
晃
内
匠
介
成
緒
の
米
子
へ
の
御
初
入

　
り
を
記
録
レ
た
同
年
入
月
五
日
の
条
に
、

　
　
朝
食
後
壁
組
筆
頭
始
不
残
登
城
、
御
前
御
礼
被
為
、
講
筆
頭
糟
谷
宮
左
衛
門
よ

　
り
弥
御
勇
健
被
為
成
御
座
、
乍
欄
目
出
度
三
儀
二
奉
存
候
段
被
申
上
候
処
、
御
前

　
よ
り
目
出
度
と
被
成
御
意
、
又
同
役
拓
植
十
郎
兵
衛
よ
り
殿
様
益
々
御
機
嫌
能
被

　
遊
御
座
、
恐
悦
至
極
戸
隠
存
候
段
被
申
上
製
処
、
御
目
出
度
と
被
遊
御
意
候
テ
、

　
次
二
御
組
中
｝
同
調
会
釈
申
上
候
処
、
御
前
一
寸
御
答
礼
相
済
、
直
二
御
襖
締
申

　
候
、
と
あ
る
。

⑭
『
鳥
取
藩
史
』
第
二
金
魚
〇
四
頁
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三
　
藩
主
権
力
の
確
立
過
程

a
　
池
田
氏
陶
門
の
設
定

　
池
田
勝
五
郎
は
寛
永
一
五
（
＝
ハ
三
八
）
年
九
歳
で
元
服
し
、
光
仲
と
改
名
、
従
四
位
下
侍
従
に
叙
任
さ
れ
、
相
模
守
と
称
し
た
。
寛
永
一
八

年
＝
二
歳
で
斎
日
就
学
の
暇
を
願
い
、
は
じ
め
て
鳥
取
城
に
入
っ
た
。
つ
い
で
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
幕
命
に
よ
り
紀
伊
大
納
言
徳
川
頼
宣
の

娘
茶
々
姫
（
芳
心
院
）
と
成
婚
、
こ
の
盛
儀
を
期
に
光
仲
の
成
人
が
認
め
ら
れ
た
。

　
慶
安
元
（
＝
ハ
四
八
）
年
一
九
歳
で
正
式
に
幽
幽
の
暇
を
賜
わ
り
、
名
実
と
も
に
光
仲
の
親
政
が
開
始
さ
れ
た
。
光
仲
の
金
敷
態
度
は
、
　
「
御

政
務
を
御
直
に
御
取
警
部
遊
、
諸
式
大
小
事
共
に
奉
伺
御
意
」
　
「
御
用
人
・
御
目
付
役
の
承
り
届
に
て
事
を
済
し
候
程
の
軽
き
事
に
て
も
、
悉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

く
達
御
耳
、
御
下
知
を
も
っ
て
取
捌
き
物
事
」
と
あ
り
、
大
小
親
裁
と
い
う
権
威
主
義
的
態
度
で
あ
っ
た
。

　
他
方
、
当
時
の
家
老
執
政
で
あ
る
両
荒
尾
・
和
田
・
乾
の
諸
老
臣
は
、
軍
務
・
法
政
・
年
貢
徴
収
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
堪
能
で
あ
り
、
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

仲
に
と
っ
て
か
な
り
の
重
圧
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
老
臣
を
お
さ
え
、
藩
主
権
力
を
確
立
す
る
こ
と
が
ハ
光
仲
の
写
実
を
か
ざ

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
岡
嶋
正
義
著
「
因
府
年
表
」
正
保
元
年
七
月
の
条
を
見
る
と
、
次
の
如
き
史
料
が
あ
る
。

　
　
　
池
田
日
向
之
政
殿
を
備
前
よ
り
御
呼
迎
に
相
成
る
。
深
き
御
趣
意
有
之
事
の
由
、
異
母
合
力
米
五
百
俵
を
…
賜
、

と
あ
り
、
池
田
日
向
之
政
招
致
の
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
史
料
中
「
深
き
御
趣
意
有
之
」
と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
推
定
し
難
い
が
、

後
述
す
る
如
き
池
田
氏
一
門
設
定
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
池
田
日
向
之
政
は
、
池
田
勝
入
信
輝
の
長
男
紀
伊
守
之
助
の
孫
で
あ
る
。
紀
伊
守
之
助
は
長
久
手
の
戦
い
で
戦
死
し
た
た
め
、
そ
の
子
出
羽

由
之
は
輝
政
の
家
臣
と
な
り
、
つ
い
で
利
隆
・
光
政
に
臣
従
し
た
。
日
向
戸
政
は
伯
醤
国
米
子
で
誕
生
し
、
の
ち
備
前
岡
山
に
移
っ
た
が
、
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

仲
に
よ
っ
て
鳥
取
へ
招
致
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
向
之
政
は
池
田
家
嫡
流
の
系
統
に
属
す
る
。
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④

　
池
田
光
象
幼
年
期
の
家
老
執
政
は
、
前
記
の
如
く
両
荒
尾
・
和
田
・
麓
の
諸
家
で
あ
っ
た
。
の
ち
、
元
禄
五
（
一
六
九
二
）
年
よ
り
津
田
氏
、

同
一
〇
年
よ
り
鵜
殿
氏
が
加
わ
る
。

　
荒
尾
氏
は
池
田
家
の
古
い
外
戚
、
和
田
氏
は
最
初
池
田
家
の
客
分
、
乾
氏
は
池
田
忠
雄
の
淡
路
時
代
よ
り
の
譜
代
の
執
政
、
津
田
茂
は
武
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
よ
っ
て
後
に
招
致
し
た
も
の
、
鵜
殿
氏
は
忠
継
・
忠
雄
ら
の
生
母
良
正
院
の
外
戚
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
池
田
光
仲
幼
年
期
に
お
け
る
池
田
塩
一
門
の
人
脈
は
甚
だ
希
薄
で
あ
り
、
池
田
臼
向
之
政
招
致
の
意
義
は
こ
こ
に
あ
っ
た
と

い
え
る
。

　
こ
れ
よ
り
さ
き
、
寛
永
一
九
（
一
六
四
二
）
年
池
田
輝
政
の
一
〇
男
（
実
は
三
男
〉
池
田
利
政
の
第
二
子
池
田
知
利
と
、
そ
の
従
兄
弟
池
田
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

広
の
両
名
を
備
前
池
田
家
よ
り
招
致
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
鳥
取
池
田
家
の
三
家
門
と
は
右
の
二
家
と
、
前
記
日
向
憲
政
家
と
を
指
す
。
こ
の
う
ち
政
広
は
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
喪
心
の
こ
と
が
あ
り
、

知
行
没
収
の
上
蟄
居
と
な
っ
た
。
他
の
二
家
は
鳥
取
藩
最
高
の
格
式
で
あ
る
着
座
家
を
構
成
し
、
家
老
執
政
家
と
し
て
幕
末
を
迎
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
右
二
家
は
着
座
一
〇
家
の
構
成
老
で
は
あ
っ
た
が
、
格
式
は
着
座
一
〇
家
の
う
ち
上
墨
家
の
構
成
者
で
あ
る
両
荒
尾
・
和
田
・
津

田
・
鵜
殿
・
乾
の
諸
家
に
及
ば
ず
、
下
期
家
の
構
成
者
で
あ
る
両
荒
尾
氏
の
分
家
と
同
格
の
位
置
に
置
か
れ
た
。

　
以
上
池
田
光
仲
の
初
政
に
際
し
、
鳥
取
池
田
家
一
門
形
成
の
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
藩
主
権
力
確
立
に
寄
与
す
る
企
画
で
あ
っ
た
と
理
解
し

た
い
。
し
か
し
、
両
荒
尾
属
を
は
じ
め
と
す
る
重
臣
層
の
壁
は
厚
く
、
こ
れ
ら
重
臣
を
圧
し
て
最
高
の
執
政
家
に
位
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
か
つ
て
池
田
輝
政
の
死
後
忠
継
ら
の
生
母
良
正
院
が
、
命
玉
の
輔
翼
と
し
て
、
生
家
の
叔
父
鵜
殿
長
次
を
招
き
、
禄
高
そ
の
他
の
格
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
お
い
て
荒
尾
但
馬
と
同
等
に
せ
ん
と
企
図
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
幕
命
に
よ
っ
て
果
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
池
田
家
に
お
け

る
荒
尾
氏
権
力
の
大
体
は
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

b
　
幕
晦
権
力
の
利
用

　
藩
主
権
力
確
立
に
幕
府
権
力
利
用
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
に
紹
介
し
た
紀
州
徳
川
氏
と
の
縁
組
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
光
耀
の
初
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⑧

入
国
に
あ
た
り
重
臣
罷
免
の
可
否
を
老
中
に
諮
問
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
事
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
光
仲
の
藩
主
権
力
確
立

に
示
す
意
欲
の
程
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
わ
け
て
も
、
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
発
議
さ
れ
た
東
照
宮
鳥
取
勧
請
の
こ
と
は
、
徳
川
権
力
利
用
の
好
例
で
あ
ろ
う
。

　
光
仲
は
慶
安
元
年
三
月
初
入
国
す
る
と
、
同
年
四
月
直
ち
に
鳥
取
長
寿
院
に
お
い
て
東
照
宮
三
十
三
御
毒
忌
を
修
し
、
徳
川
磯
に
忠
節
の
意

を
示
す
と
と
も
に
、
徳
川
馬
と
の
深
縁
を
家
臣
団
に
明
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
そ
し
て
、
同
年
一
二
丹
東
照
宮
鳥
取
勧
請
の
許
可
を
得
て
造
営
に
着
手
し
、
黒
蜜
三
年
鳥
取
東
照
宮
の
完
成
を
み
た
。
現
在
社
前
に
残
る
荒

尾
成
直
・
同
宣
就
・
和
田
三
信
・
津
田
元
茂
・
鵜
殿
長
之
・
乾
長
十
郎
・
十
善
辰
政
・
同
長
重
・
同
政
広
ザ
同
属
政
・
福
凪
久
隆
・
菅
長
太
郎

・
安
養
寺
政
景
・
矢
野
正
綱
に
よ
る
計
二
〇
基
の
献
灯
ど
、
荒
尾
成
利
の
手
水
鉢
、
荒
尾
嵩
就
の
花
瓶
の
献
上
は
、
当
時
の
鳥
取
藩
最
上
層
の
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

家
筋
を
知
る
好
き
材
料
で
あ
る
。

　
次
に
、
鳥
取
東
照
宮
の
神
事
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
永
田
大
盟
神
の
社
務
永
江
外
記
を
起
用
し
、
東
照
宮
の
称
宜
に
任
命
し
、
東
照
富
の
法
事

に
つ
い
て
は
、
別
当
寺
と
し
て
淳
光
院
を
慶
安
三
年
に
創
建
し
、
公
侃
大
僧
都
を
別
当
に
す
え
た
。
公
侃
は
池
田
輝
澄
の
六
男
、
光
仲
の
従
兄

　
　
　
　
⑳

弟
に
あ
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
東
照
宮
の
勧
請
に
あ
た
り
御
神
体
の
遷
座
奉
安
な
ど
の
儀
は
、
藩
主
零
墨
に
か
わ
っ
て
池
田
日
向
之
政
の
執
行
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ

の
重
要
な
儀
式
に
池
田
家
嫡
流
の
子
孫
を
起
用
し
た
こ
と
、
衷
た
、
東
照
宮
の
甥
当
に
光
仲
の
従
兄
弟
（
公
侃
）
が
起
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
光
仲
に
よ
る
池
田
氏
一
族
重
視
の
意
図
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一
族
の
興
隆
に
よ
っ
て
結
果
す
る
光
輝
の
藩
主
権
力
の
確
立
の

意
欲
が
理
解
さ
れ
る
。

c、

r
尾
成
利
罷
免
嘉
件

　
藩
主
権
力
確
立
過
程
に
お
い
て
、
巨
大
な
障
害
と
な
っ
た
も
の
に
、
鳥
取
藩
御
国
替
以
来
の
重
臣
、
な
か
ん
ず
ぐ
、
そ
の
代
表
で
あ
る
米
子

荒
尾
重
利
の
存
在
が
あ
っ
た
。
池
田
光
仲
に
し
て
藩
主
権
力
確
立
を
企
図
す
る
限
り
、
両
者
の
衝
突
は
宿
命
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
衝
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突
事
件
が
荒
尾
成
利
に
対
す
る
御
職
罷
免
事
件
で
あ
る
。

　
荒
尾
砥
は
既
述
の
如
く
、
池
田
信
輝
以
来
の
外
戚
で
、
池
田
輝
政
以
来
、
新
し
く
外
戚
と
な
っ
た
鵜
殿
氏
を
お
さ
え
て
、
鳥
取
藩
重
臣
の
筆

頭
に
位
置
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
荒
尾
成
利
に
対
す
る
一
七
力
条
か
ら
な
る
問
貴
に
つ
い
て
の
事
件
の
詳
細
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
の
で
そ
れ
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ

で
は
そ
の
大
要
と
事
件
の
持
つ
意
義
と
に
つ
い
て
の
み
ふ
れ
て
お
き
た
い
P

　
と
こ
ろ
で
、
ま
ず
問
責
事
件
の
生
起
年
代
に
お
い
て
、
記
録
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
鳥
取
藩
の
歴
史
年
表
と
し
て
確
度
の
高
い
「
因
府

年
表
」
に
よ
る
と
、
・
事
件
を
暗
示
す
る
記
事
が
開
鉱
元
（
苗
圃
五
五
）
年
三
月
朔
日
の
条
に
次
の
如
く
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
荒
尾
但
馬
成
利
、
当
時
致
仕
、
劉
節
と
改
名
す
、

　
次
に
、
同
年
一
〇
月
＝
一
臼
の
条
に
、

　
　
　
荒
尾
劉
節
成
利
卒
去
、
享
年
六
拾
七
歳
、
法
名
顕
功
院
、
龍
峯
寺
の
後
馬
に
葬
る
。

と
あ
る
。
荒
尾
成
利
逝
去
の
年
月
は
明
瞭
で
あ
る
が
致
仕
の
そ
れ
は
明
確
性
を
欠
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
　
「
楽
府
年
表
」
の
記
事
を
遡
り
、
承
応
元
（
一
六
五
二
）
年
六
月
の
条
を
見
る
と
、
　
「
御
帰
城
、
荒
尾
但
馬
・
同
大
和
御
供
に
候
す
、

先
月
十
四
臼
御
発
駕
遊
さ
る
る
処
な
り
」
と
あ
り
、
藩
主
光
仲
に
供
し
て
、
江
戸
よ
り
帰
国
し
た
こ
と
が
明
瞭
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
同
年
九
月
の
条
を
見
る
と
、
鳥
取
東
照
宮
祭
礼
に
あ
た
り
、
　
「
惣
騎
馬
の
員
数
凡
四
百
廿
四
人
、
荒
尾
大
和
横
手
よ
り
江
崎
惣
門

ま
で
は
行
列
を
整
え
」
云
々
と
あ
り
、
荒
尾
但
馬
の
名
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
　
「
因
府
年
表
」
の
著
者
も
、
こ
の
点
に
注
目
し
、
案
ず
る
に

と
し
て
、
　
「
右
に
荒
尾
大
和
と
載
て
但
馬
と
不
霊
は
、
成
利
の
隠
居
あ
り
し
は
恐
ら
く
は
当
年
な
ら
ん
と
臆
察
せ
ら
る
る
な
り
」
と
の
べ
、
承

応
元
年
七
月
か
ら
九
月
の
間
に
荒
尾
成
利
罷
免
事
件
の
生
起
を
想
定
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
　
「
当
時
致
仕
」
と
い
う
「
因
府
年
表
」
の
明
暦
元
年
の
記
載
は
、
隠
居
が
明
瞭
と
な
っ
た
時
点
を
指
し
た
も
の
で
、
罷
免
事

件
の
あ
っ
た
年
を
指
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
米
子
荒
尾
氏
の
家
譜
で
あ
る
「
荒
尾
成
文
家
譜
」
（
従
慶
長
年
中
至
明
治
六
年
）
に
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も
、
　
「
承
応
元
辰
年
老
を
告
隠
居
」
　
「
明
暦
元
未
年
十
月
十
二
日
卒
、
六
十
七
」
と
記
録
し
て
あ
り
、
承
応
元
年
致
仕
説
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
た
だ
こ
の
場
合
、
鳥
取
藩
の
政
務
記
録
で
あ
る
「
万
留
帳
」
に
、
後
述
の
如
く
、
荒
尾
成
魚
が
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
か
ら
、
月
番
執
政
を

は
ず
さ
れ
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
慶
安
元
年
致
仕
説
を
取
る
の
は
早
計
と
思
わ
れ
る
。
理
由
は
、
荒

尾
砂
利
と
同
様
、
荒
尾
嵩
就
（
倉
吉
）
も
は
ず
さ
れ
て
お
り
、
嵩
就
の
致
仕
は
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
で

　
　
⑮

あ
ろ
う
。

　
荒
尾
成
利
に
対
す
る
問
責
一
七
力
条
の
内
容
は
、
荒
尾
氏
を
は
ば
か
っ
て
か
残
存
し
な
い
。
し
か
し
、
思
う
に
藩
主
権
力
を
干
犯
せ
ん
と
し

た
数
々
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
想
像
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
こ
の
問
責
罷
免
に
対
す
る
荒
尾
成
利
の
対
抗
手
段
は
「
暇
乞
捨
て
」
に
よ
る
領
外
退
去
の
方
法
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
実
施
を
み
ず
に
終
っ
た

が
、
も
し
実
現
し
て
い
た
な
ら
ば
、
鳥
取
藩
を
ゆ
る
が
す
大
事
件
に
発
展
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
池
田
光
仲
が
荒
尾
成
利
の
勢
力
拡
大
を
警
戒
し
て
い
た
こ
と
は
、
池
田
氏
一
門
の
池
田
知
利
が
、
荒
尾
飛
地
の
娘
と
成
婚
し
た
こ
と
を
心
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

く
思
わ
な
か
っ
た
と
い
う
伝
承
か
ら
も
窺
え
る
。

　
荒
尾
成
利
の
罷
免
、
つ
づ
く
彼
の
死
去
は
、
逆
比
例
的
に
藩
主
光
仲
の
権
威
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
成
利
死
去
の
翌
年
（
明
暦
二
年
）
か
ら
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

施
さ
れ
た
米
子
・
倉
吉
詰
組
士
の
（
各
二
名
つ
つ
）
江
戸
定
番
へ
の
派
遣
開
始
、
ま
た
、
同
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
因
伯
平
し
免
」
の
開
始
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
の
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
①
佐
藤
長
健
著
「
因
府
録
」
巻
之
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
史
』
編
さ
ん
に
あ
た
り
、
近
世
資
料
篇
第
七
巻
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

②
　
同
右
巻
之
六

③
「
池
田
氏
家
譜
集
成
」

池
爾
信
輝
、
之
助
，
由
之
「
譲
譲

④
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
万
留
帳
」
寛
永
九
年
よ
り
慶
安
元
年
ま
で

⑤
岡
嶋
正
義
著
「
因
府
年
表
」
慶
安
元
年
四
月
目
条
、
「
閃
府
年
表
」
は
『
鳥
取

⑥
「
池
田
氏
家
譜
集
成
」

池
田
輝
政
－
利
政
鼎
譲

　
　
　
　
－
政
虎
1
女
子

　
　
　
　
　
　
　
よ
眼
長

　
　
　
　
　
　
　
－
政
広
（
図
霞
）
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⑦
『
篤
取
戦
史
臨
第
一
巻
三
〇
一
頁

⑧
『
鳥
取
藩
史
』
第
一
巻
二
四
頁

⑨
「
因
府
年
表
」
慶
安
元
年
四
月
の
条
、
同
年
一
二
月
の
条

⑩
「
因
箇
年
衷
」
慶
安
三
年
四
月
半
条

⑪
　
　
「
困
府
年
表
」
慶
安
三
年
四
月
の
条

　
「
鳥
府
…
士
心
」
東
照
大
権
現
之
御
宮
の
部

　
「
鳥
府
志
」
も
『
鳥
取
梁
史
』
近
世
資
料
篇
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

⑫
「
因
府
年
表
」
慶
安
三
年
九
月
の
条

⑬
　
拙
論
「
鳥
取
藩
に
お
け
る
荒
尾
手
政
治
の
研
究
」
（
『
鳥
取
大
学
芋
養
部
紀
要
』

　
第
四
巻
昭
和
四
五
年
）

　
拙
論
「
鳥
取
藩
の
政
治
変
革
」
（
『
鳥
取
大
学
教
獲
部
紀
要
』
第
九
巻
　
昭
和
五
一

年
）

⑭
「
万
留
帳
」
は
全
三
〇
鮒
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
第
一
柵
は
、
表
紙
に
「
万
留

　
帳
書
抜
」
と
あ
る
如
ぐ
、
寛
永
九
年
か
ら
慶
安
二
年
逡
の
重
要
鱗
項
を
「
書
抜
」

　
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
冊
は
寛
永
　
四
年
か
ら
始
ま
り
、
終
り
の
冊
は
明
暦
四

　
年
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
冊
と
第
二
冊
以
下
と
は
、
寛
永
一
四
年

　
か
ら
慶
安
二
年
ま
で
が
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
万
三
豊
」
は
寛
永
一
五
年
か
ら
寛
永
一
＝
年
ま
で
、
そ
の
表
紙
に
、
　
「
江
戸
方

　
々
へ
被
仰
遣
御
用
」
「
御
家
中
へ
被
仰
出
御
用
」
「
方
々
へ
遣
桜
切
手
之
留
」
「
両

　
国
米
弥
段
身
心
」
　
「
外
二
伝
馬
歯
舌
二
有
」
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
、
「
万
留
帳
」

　
の
記
録
内
容
を
示
し
て
い
る
。

　
次
に
、
承
応
四
（
明
暦
一
）
年
よ
り
始
ま
る
「
控
帳
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
御
櫓

　
の
日
記
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
家
老
執
政
が
関
与
し
、
鳥
取
藩
政
全
般
に
つ
い

　
て
の
記
録
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
明
治
二
年
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
な
お
、
こ
れ

　
ら
記
録
類
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
徳
永
通
男
氏
「
鳥
取
池
田
家
史
料
の
日
記
類

　
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
そ
の
一
）
　
（
鳥
取
県
博
物
館
発
行
）
が
あ
る
。

⑮
「
關
府
年
表
」
寛
文
二
年
六
月
の
条

⑯
「
因
府
録
」
巻
之
第
三

⑰
「
因
府
録
」
巻
之
第
六

　
「
池
田
大
蔵
も
、
備
前
よ
り
被
為
呼
、
御
懇
意
也
、
後
年
荒
尾
但
馬
勢
利
の
観
と

　
な
り
て
よ
り
、
御
懇
意
の
御
内
意
も
少
し
は
薄
く
成
た
る
と
か
や
申
伝
ふ
る
也
」

　
と
あ
る
。

⑱
「
因
府
年
表
」
明
暦
二
年
の
条
に
、

　
江
戸
御
留
守
居
、
安
養
寺
大
学

　
福
田
牛
之
助
・
斎
藤
市
左
衛
門
、
外
に
十
五
人
江
戸
御
番
に
赴
く
、
又
米
子
・
倉

　
害
詰
の
士
江
戸
へ
相
詰
る
事
当
年
よ
り
象
る
、
隣
組
の
内
に
て
両
人
つ
つ
被
命

⑲
明
暦
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
因
伯
平
し
免
」
は
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
給
人
の

　
知
行
所
に
対
す
る
年
貢
回
収
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
権
限
を
藩
が
掌
握
し
た
こ
と
を

　
意
味
す
る
も
の
で
、
鳥
取
藩
の
藩
主
権
力
の
確
立
と
深
い
関
係
を
有
す
る
も
の
で

　
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
政
策
を
実
施
す
る
に
は
豊
沃
な
村
を
掌
握
し
て
い
る

　
給
人
の
反
対
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
代
表
者
と
も
い
う
べ
き
荒
尾
成
利
回

　
対
を
か
わ
す
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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四
　
藩
士
に
対
す
る
統
制

a

絡
式
の
固
定

慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
池
田
光
駕
親
政
開
始
の
一
つ
に
、
同
年
八
月
朔
日
発
布
の
「
御
家
中
御
法
度
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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鳥
取
藩
家
中
に
対
す
る
法
度
は
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
輪
国
替
以
来
、
光
軸
親
政
開
始
ま
で
の
約
一
六
年
間
、
大
小
あ
わ
せ
て
一
四
、
五

回
に
わ
た
っ
て
公
布
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
条
文
数
に
お
い
て
最
も
多
く
、
か
つ
内
容
上
の
整
備
の
点
に
お
い
て
、
最
も
群
を
ぬ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

い
る
の
は
慶
安
元
年
の
そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
詳
細
に
各
条
文
を
吟
味
す
る
と
、
慶
安
元
年
の
法
度
は
、
そ
の
過
半
が
、
寛
永
九
年
に
発
布
さ
れ

た
「
御
家
中
御
法
度
」
の
そ
れ
と
重
複
し
、
や
や
新
鮮
味
に
欠
け
て
い
る
。
寛
永
九
年
の
も
の
は
、
藩
主
幼
少
の
た
め
、
池
田
忠
雄
時
代
の

「
御
掟
」
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　
寛
永
九
年
・
慶
安
元
年
の
両
法
度
を
通
じ
、
重
複
す
る
部
分
で
家
臣
統
制
上
、
特
に
重
視
す
べ
き
も
の
を
の
べ
る
と
、
ま
ず
、
第
一
条
に
明

示
さ
れ
て
い
る
徒
党
禁
止
の
法
度
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
条
文
は
各
藩
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
寛
永
九
年
の
鳥
取
藩
に
あ
っ
て
は
、
藩

主
幼
少
の
た
め
、
特
定
の
重
臣
（
荒
尾
氏
）
を
意
識
し
た
上
で
だ
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
ゆ

　
第
二
条
は
「
諸
道
具
人
馬
、
其
身
分
限
相
応
可
相
嗜
、
不
時
二
可
網
改
之
事
」
と
い
う
軍
役
に
関
す
る
条
文
で
あ
っ
て
、
軍
役
を
通
じ
て
の

家
臣
統
舗
が
窺
え
る
。

　
次
に
、
喧
嘩
口
論
の
禁
止
、
家
中
養
子
の
許
可
制
、
牢
人
抱
置
の
禁
止
な
ど
が
あ
り
、
と
も
に
、
徒
党
的
要
素
へ
の
発
展
を
防
止
せ
ん
と
す

る
意
図
の
あ
ら
わ
れ
た
条
文
と
い
え
る
。

　
次
に
、
私
用
に
よ
る
家
臣
の
他
国
な
ら
び
に
知
行
所
へ
の
他
出
に
関
す
る
規
定
の
条
文
が
あ
る
。
こ
の
扇
合
の
具
体
的
手
続
は
、
暇
帳
に
判

形
し
、
組
頭
を
通
じ
て
上
申
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
場
合
、
他
国
な
る
も
の
が
勲
章
各
々
を
指
す
も
の
か
、
因
伯
以
外
を
他
国
と
し
た
も
の
か
、
少
々
判
定
に
苦
し
む
が
、
知
行
所
が
因
伯

ニ
露
国
に
ま
た
が
っ
て
宛
行
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
て
、
厳
密
に
こ
れ
を
解
釈
し
、
因
伯
そ
れ
ぞ
れ
の
国
を
指
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
し

た
い
。

　
ま
た
、
慶
安
元
年
の
こ
の
条
文
に
は
、
留
守
中
の
他
国
他
出
を
禁
止
す
る
文
章
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
留
守
中
と
は
参
勤
交
代
に
よ
る
江
戸

へ
在
府
中
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
が
、
家
臣
に
対
す
る
統
欄
の
強
化
が
読
み
と
れ
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
条
文
は
、
家
臣
の
動
向
を
意
識
的
に
把
握
せ
ん
と
す
る
意
図
の
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
た
特
定
の
重
臣
に
対
す
る

対
応
策
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
慶
安
元
年
新
た
に
追
加
さ
れ
た
条
文
に
追
懸
者
に
対
す
る
処
置
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
よ
り
の
ち
、
承
応
元
（
一
六
五
二
）
年
荒

尾
成
魚
罷
免
に
あ
た
り
、
彼
が
国
外
退
去
を
企
図
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
偶
然
と
は
い
え
、
彼
に
対
す
る
対
応
策
の
如
き
感
を
う
け
る
。

　
以
上
、
寛
永
九
年
お
よ
び
慶
安
元
年
両
法
度
の
重
複
す
る
部
分
、
な
ら
び
に
慶
安
元
年
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
の
一
部
を
紹
介
し
、
家
臣

統
制
を
通
じ
て
の
藩
主
権
力
の
確
立
を
分
析
七
た
が
、
次
に
藩
主
権
力
確
立
に
関
係
深
い
も
の
の
一
つ
と
し
て
百
姓
公
事
沙
汰
の
こ
と
が
あ
る
。

寛
永
九
・
慶
安
元
両
年
の
法
度
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
一
百
姓
公
事
沙
汰
、
代
官
給
人
一
切
か
ま
ひ
申
間
敷
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
あ
り
、
給
地
百
姓
に
対
す
る
裁
判
権
が
池
田
忠
雄
の
備
前
統
治
時
代
か
ら
、
す
で
に
藩
主
の
手
に
帰
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、
給
地
に
対
す
る
徴
税
権
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
知
行
関
係
の
と
こ
ろ
で
解
明
し
た
い
。

　
次
に
、
藩
主
権
力
確
立
に
関
係
深
い
家
臣
団
の
格
式
固
定
の
問
題
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
鳥
取
藩
家
中
格
式
の
完
成
固
定
し
た
時
点
の
名
称
を

の
べ
る
と
、
着
座
・
大
寄
合
・
番
頭
・
物
頭
・
羽
織
縄
・
寄
合
心
肝
奉
行
・
馬
廻
（
士
分
以
上
）
、
徒
士
・
弓
徒
・
掃
除
坊
主
・
苗
字
付
・
無

苗
（
士
分
以
下
）
の
呼
称
が
あ
っ
た
。

　
「
着
座
」
家
は
鳥
取
藩
家
老
執
政
を
構
成
す
る
も
の
で
、
固
定
し
た
時
点
に
お
け
る
そ
れ
は
、
両
荒
尾
・
和
田
・
乾
・
津
田
・
鵜
殿
（
上
六

家
×
両
池
田
・
両
荒
尾
の
各
分
家
（
下
四
家
）
の
一
〇
家
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
藩
の
記
録
に
よ
る
と
「
着
座
」
名
の
初
見
は
万
治
四
（
寛
文
元
1
1
一
六
六
一
）
年
一
月
二
日
の
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
一
二
日
御
宮
江
御
参
詣
御
着
座
之
者
並
大
学
・
兵
庫
・
兵
部
御
宮
へ
罷
中
事

　
当
時
「
着
座
」
の
呼
称
は
必
ず
し
も
固
定
し
て
お
ら
ず
、
」
御
一
座
」
　
「
御
連
座
」
と
い
う
呼
称
も
あ
り
、
こ
れ
が
一
定
し
て
着
座
と
称
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
寛
文
四
（
一
六
六
四
）
、
年
以
後
乏
い
わ
れ
て
い
る
。
、
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鳥取藩における宗主権の確立（河手）

　
鳥
取
藩
の
着
座
家
は
、
鳥
取
藩
公
儀
の
構
成
者
た
る
の
意
義
を
有
す
る
ゆ
え
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
以
後
の
政
務
記
録
で
あ
る
「
万
留
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

書
抜
」
　
「
万
難
帳
」
な
ら
び
に
「
控
帳
」
及
び
「
知
行
目
録
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
寛
永
九
年
か
ら
光
仲
親
政
開
始
の
慶
安
元
年
前
後
に
い
た
る

家
老
執
政
形
態
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
寛
永
一
〇
年
鳥
取
藩
に
お
い
て
は
知
行
割
り
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
例
を
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
知
行
方

　
　
　
　
　
目
　
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
因
州
八
上
郡

　
一
高
弐
百
四
石
壱
斗
壱
升
四
合
　
　
　
　
門
尾
村
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
国
高
草
郡

　
一
高
弐
拾
壱
石
七
斗
六
升
三
合
　
　
　
　
長
柄
村
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伯
州
久
米
郡

　
一
高
百
九
拾
三
石
九
斗
七
升
　
　
　
　
　
土
下
村
内

　
　
　
都
合
四
百
弐
拾
石
但
、
物
成
割
二
付
高
不
足
有

　
右
以
来
勝
五
郎
様
御
直
判
可
有
御
頂
戴
者
也

　
　
寛
永
拾
年
　
　
　
　
　
乾
兵
部
大
輔
花
押
、

　
　
　
　
十
一
月
廿
八
日
　
　
　
ゴ
　
和
田
飛
騨
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
尾
志
摩
守
花
押
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
尾
内
隆
助
花
押

　
　
　
　
　
　
　
岡
嶋
五
郎
右
衛
門
殿

　
右
の
史
料
は
岡
嶋
五
郎
右
衛
門
へ
出
さ
れ
た
知
行
目
録
で
あ
る
が
、
荒
尾
内
匠
助
以
下
四
名
の
加
判
と
な
っ
て
い
る
。
和
田
飛
騨
守
に
書
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

が
な
い
の
は
、
寛
永
九
年
一
一
月
八
日
よ
り
寛
永
一
一
年
二
月
迄
江
戸
へ
出
府
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
次
に
、
寛
永
一
八
年
神
芦
彦
右
衛
門
へ
与
え
た
扶
持
米
の
記
録
に
よ
る
と
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
神
戸
彦
右
衛
門
十
月
十
五
日
よ
り
御
ふ
ち
方
拾
人
、
御
合
軽
米
五
拾
俵
被
遣
候
付
、
可
被
相
渡
候
、
以
上
、
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十
月
十
二
日
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
r
斐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
　
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
　
匠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
忠
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塩
七
右
衛
門
殿

　
右
史
料
の
場
合
も
荒
尾
内
匠
以
下
四
名
の
連
署
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
甲
斐
と
あ
る
の
は
乾
兵
部
大
輔
の
改
名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
慶
安
元
年
ま
で
の
「
万
留
帳
」
の
中
に
は
、
三
番
な
い
し
は
二
名
連
署
の
場
合
の
記
録
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
右
の
四
竃
の
う
ち
一

名
な
い
し
二
名
が
江
戸
へ
出
府
し
て
い
る
と
き
の
現
象
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
寛
永
九
年
か
ら
慶
安
元
年
三
月
ま
で
の
藩
の
政
務
は
、
前
記
四
名
の
合
議
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
た
こ
と
が

判
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
、
池
田
光
仲
親
政
開
始
の
慶
安
元
年
四
月
か
ら
は
、
　
「
半
睡
帳
」
の
記
載
が
整
っ
て
く
る
。
具
体
的
に
記
載
例
を
示
す
と
次
の
通
り

　
　
⑪

で
あ
る
。

　
　
　
是
よ
り
飛
騨
当
番

　
一
早
瀬
四
郎
左
衛
門
近
年
江
戸
に
相
詰
候
二
付
、
銀
子
六
百
爵
御
借
被
成
候
、

　
　
当
暮
よ
り
三
年
二
元
分
二
て
取
立
可
被
申
候
、
以
上

　
　
　
卯
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
井
四
郎
兵
衛
殿
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鳥取藩における宗主権の確立（河手）

　
右
史
料
に
よ
る
と
、
家
老
執
政
月
番
制
の
採
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
半
月
交
替
で
あ
っ
た
。
ま
た
家
老
執
政
の
世
代
交
替
が
顕
著
に

見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
荒
尾
成
語
に
か
わ
る
に
、
そ
の
子
大
和
平
冠
が
、
荒
尾
嵩
就
に
か
わ
る
に
、
そ
の
子
主
計
野
寄
が
、
和
田
三
正
の
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

去
に
よ
っ
て
、
そ
の
子
飛
騨
三
信
が
、
そ
れ
ぞ
れ
登
場
し
て
い
る
。
藩
主
光
仲
親
政
開
始
に
ふ
さ
わ
し
い
陣
容
で
あ
る
。
乾
甲
斐
の
名
が
見
え

な
い
の
は
、
慶
安
元
年
四
月
彼
の
死
去
と
、
嗣
子
長
義
幼
弱
の
た
め
と
に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
甲
斐
長
義
の
執
政
任
命
は
寛
文
元
（
一
六
六
一
）

　
　
　
⑬

年
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
此
の
間
の
家
老
執
政
は
荒
尾
成
直
・
同
歯
就
・
和
田
三
信
の
卿
名
に
よ
る
担
当
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
寛
永
九
年
か
ら
慶
安
初
年
ま
で
の
棄
老
執
政
家
は
両
荒
尾
・
和
田
・
乾
の
四
家
に
固
定
さ
れ
て
い
た
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
の
史
料
に
よ
る
と
、
家
臣
の
待
遇
上
の
位
置
を
示
す
も
の
と
し
て
、
　
「
岩
井
御
茶
屋
、
奥
の
間
一
間
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

は
、
家
老
共
、
外
に
筑
後
・
民
部
・
長
十
郎
・
池
田
三
人
衆
、
証
人
上
三
人
衆
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
家
老
共
と
は
両
荒
尾
・
和
田
の
三
氏

を
指
し
、
筑
後
は
津
田
筑
後
、
民
部
は
鵜
殿
民
部
、
長
十
郎
は
乾
長
十
郎
（
甲
斐
長
義
）
、
池
田
三
人
衆
と
は
、
池
田
大
蔵
・
同
図
書
・
同
日
向

の
三
家
を
指
す
。
証
人
上
と
は
、
幕
府
に
人
質
を
出
し
て
い
る
家
で
、
福
田
・
菅
・
安
養
寺
の
三
家
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
池
田

三
人
衆
ま
で
が
着
座
家
を
構
成
す
る
家
筋
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
、
　
「
家
老
共
御
着
藤
蔓
、
大
寄
合
和
泉
・
豊
肥
・
兵
庫
御
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

代
」
と
あ
る
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
頃
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
の
ち
の
着
座
家
に
相
当
す
る
家
筋
は
国
替
当
初
は
両
荒
尾
・
和
田
・
乾
の
四
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
池
田
日
向
家
は
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

文
二
年
よ
り
執
政
家
に
な
る
が
、
津
田
・
鵜
殿
両
家
が
い
つ
頃
着
座
家
に
編
入
さ
れ
た
の
か
問
題
が
残
る
。
し
か
し
そ
の
時
期
は
か
な
り
早
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
た
の
で
は
な
か
、
ろ
う
か
。

　
着
座
家
に
つ
ぐ
格
式
に
「
大
寄
合
」
が
あ
る
。
そ
の
設
定
時
期
は
寛
文
八
年
で
、
荒
尾
頼
母
・
津
田
元
常
・
鵜
殿
長
義
を
も
っ
て
構
成
し
た
。

い
わ
ば
着
座
家
の
子
弟
の
格
式
で
あ
る
。

　
「
大
寄
合
」
席
の
新
設
に
よ
っ
て
、
格
式
を
次
席
か
ら
三
席
に
下
げ
ら
れ
た
の
が
「
番
頭
」
で
あ
る
。
　
「
番
頭
」
に
は
「
証
人
上
」
と
「
譜

代
番
頭
」
　
「
平
番
頭
」
の
三
区
分
が
あ
っ
た
。
　
「
証
人
上
」
は
福
田
・
菅
・
安
養
寺
・
矢
野
の
四
家
を
指
し
、
石
高
は
二
、
三
千
石
で
あ
っ
た
。
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「
譜
代
番
頭
」
は
「
証
人
上
」
に
つ
ぐ
格
式
で
、
　
「
御
家
久
敷
家
筋
」
と
し
て
礼
遇
が
「
平
番
頭
」
と
異
っ
て
い
た
。
神
戸
・
天
野
6
高
木
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

加
賀
・
箕
浦
・
宮
脇
の
六
家
で
、
そ
の
家
格
が
固
定
す
る
の
は
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

r
以
上
、
鳥
取
藩
に
お
け
る
上
級
家
臣
の
格
式
國
定
の
年
代
を
分
析
し
た
が
、
そ
の
時
期
は
明
暦
年
間
か
ら
寛
文
年
号
に
わ
た
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
。
藩
主
権
力
の
確
立
は
家
臣
の
格
式
固
定
化
の
上
に
安
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鳥
取
藩
着
座
家
の
固
定
に
あ
わ
せ
て
鳥
取
藩
公

儀
の
確
立
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

b
　
知
行
の
形
態

　
鳥
取
藩
の
地
方
知
行
を
玉
壷
的
に
把
握
す
る
史
料
と
し
て
は
、
天
明
四
（
一
七
八
四
）
年
と
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
と
の
「
因
伯
給
人
所
附
帳
」

　
　
⑲

が
あ
る
。
こ
の
両
史
料
は
と
も
に
江
戸
中
期
以
降
の
も
の
で
、
江
戸
初
期
の
知
行
形
態
を
知
る
史
料
と
は
な
り
得
な
い
。
し
か
し
、
諸
家
に
現

存
す
る
知
行
目
録
か
ら
判
断
す
る
と
、
寛
永
一
〇
（
一
六
三
三
）
年
知
行
宛
行
以
来
幕
末
ま
で
、
殆
ん
ど
知
行
地
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

⑳ら
、
右
の
二
史
料
を
も
っ
て
、
寛
永
一
、
○
年
以
降
の
知
行
形
態
の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
鳥
取
藩
知
行
形
態
の
特
徴
を
一
、
二
挙
げ
る
と
、
ま
ず
分
散
相
給
の
形
態
を
取
っ
て
い
る
こ
と
、
蔵
入
地
は
日
野
・
智
頭
・
会

見
の
諸
勢
に
多
く
、
一
見
し
て
備
中
・
出
雲
・
播
磨
に
対
す
る
軍
薯
的
配
慮
ど
、
鉄
生
産
地
の
掌
握
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
逆
に
因

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

幡
の
諸
郡
に
給
知
が
多
い
。
自
分
手
政
治
を
許
さ
れ
た
着
座
家
の
う
ち
の
数
家
は
、
そ
の
拠
点
の
周
辺
に
知
行
地
が
集
中
し
て
い
る
。

　
既
述
の
如
く
、
知
行
地
百
姓
に
対
す
る
裁
判
権
は
、
寛
永
九
年
以
前
よ
り
藩
主
の
掌
握
す
る
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
が
、
免
率
決
定
権
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
て
は
同
年
の
「
御
家
中
御
法
度
」
で
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
承
応
二
（
一
六
垂
二
）
年
の
法
度
は
参
考
に
な
る
。

　
一
連
々
如
御
法
度
、
百
姓
出
入
、
給
人
代
官
一
切
取
持
回
申
間
旧
事

　
一
免
相
究
候
時
、
給
人
よ
り
郡
奉
行
へ
少
も
妊
事
被
仕
問
敷
事

　
一
運
上
無
之
や
な
井
さ
が
り
向
後
停
止
之
事

　
右
の
史
料
に
は
、
免
率
決
定
に
際
し
、
給
人
よ
り
郡
奉
行
へ
の
干
渉
を
禁
じ
た
条
文
の
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
史
料
か
ら
推
定
す
る
と
、

94 （580）



鳥取藩における宗主権の確立（河手）

承
応
二
年
以
前
、
既
に
免
率
決
定
権
が
藩
当
局
－
郡
奉
行
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
時
期
は
寛
永
九
年
の
国
替
以
前
に

さ
か
の
ぼ
り
う
る
と
思
わ
れ
る
。
寛
永
一
二
年
五
月
、
荒
尾
内
匠
の
給
地
伯
者
国
「
合
見
郡
長
砂
村
相
凍
土
免
之
事
」
と
い
う
土
免
状
を
見
て

も
、
免
率
の
決
定
者
と
し
て
藩
郡
奉
行
の
名
前
が
明
示
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
寛
永
九
年
以
後
地
免
を
も
っ
て
給
人
に
支
給
さ
れ
て
い
た
年
貢
徴
収
法
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
の
は
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
か
ら
実
施
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
「
因
伯
平
し
免
」
採
用
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
た
だ
し
、
　
「
平
し
免
」
採
用
の
前
提
的
兆
候
は
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
関
係
史
料
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

．
一
御
蔵
入
分
ぬ
か
・
わ
ら
・
な
わ
、
当
年
よ
り
給
所
な
み
に
取
立
候
へ
と
申
渡
候
事

　
ぬ
か
・
わ
ら
・
な
わ
は
附
加
税
の
品
目
で
あ
る
が
、
慶
安
元
年
の
「
在
方
御
法
度
」
で
は
、
蔵
入
地
と
給
餌
と
で
は
、
徴
収
内
容
に
多
少
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

差
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
ぬ
か
・
わ
ら
・
縄
之
定

蔵
入
ハ

給
所
ハ

物
成
四
拾
石
二
付

同同物
成
四
拾
石
二
付

同同

　
蔵
入
地
と
給
所
と
の
間
に
徴
収
の
差
が
見
え
る
の
は
、

の
は
、
徴
収
量
よ
り
も
税
率
一
定
化
に
施
策
の
目
的
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
明
暦
二
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
「
平
し
免
」
関
係
の
規
定
は
二
〇
力
条
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

ぬ
か
五
俵

わ
ら
弐
拾
五
束
、
但
、
三
尺
廻
り

な
わ
弐
拾
五
把
、
倶
、
六
尺
ひ
ろ
に
五
拾
尋

ぬ
か
拾
三
俵

わ
ら
弐
拾
五
束
、
偉
、
三
尺
廻
り

縄
弐
束
、
但
、
六
尺
ひ
ろ
に
五
拾
尋
、
但
、
な
わ
不
入
候
ハ
・
、
壱
東
之
代
わ
ら
五
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
需
要
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
慶
安
四
年
給
所
な
み
に
統
一
し
た

そ
の
う
ち
骨
子
と
な
る
条
文
は
、
次
の
文
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⑳

章
で
あ
る
。

　
一
銘
凌
知
行
所
、
平
座
之
通
未
進
無
之
様
二
、
代
官
衆
よ
り
物
成
米
相
渡
可
申
事
、
然
ル
上
は
、
兎
々
未
進
ハ
御
蔵
之
未
進
二
可
被
成
長

　
右
の
史
料
は
、
地
響
に
関
係
な
く
、
藩
の
決
定
し
た
免
を
持
っ
て
給
人
に
支
給
す
る
施
策
を
示
し
た
も
の
で
、
給
人
に
対
す
る
物
成
米
の
保

証
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
処
置
に
よ
っ
て
、
給
人
と
給
所
と
の
関
係
が
所
務
の
面
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
断
絶
さ
れ
た
こ
と
は
、
山
中
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

夫
氏
の
既
に
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
そ
の
後
鳥
取
藩
財
政
の
窮
乏
に
関
係
し
て
打
ち
出
さ
れ
る
「
借
上
げ
」
の
前
哨
的
意
図

を
持
つ
こ
と
を
見
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
「
平
し
免
」
の
採
用
は
、
寛
文
一
〇
年
よ
り
開
始
さ
れ
る
鳥
取
藩
の
「
借
上
げ
」
を
容
易
に
す
る
結
果
を
招
い
た
も
の
で
、
知
行
地
の
豊
凶

肥
清
に
よ
る
不
合
理
除
去
に
名
を
か
り
た
藩
庫
の
充
実
策
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
財
政
的
に
藩
主
権
力
の
確
立
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
施
策
（
平
し
免
）
が
前
記
の
如
く
、
荒
尾
成
利
の
死
去
の
翌
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
荒

尾
氏
の
知
行
所
の
免
率
と
あ
わ
せ
注
国
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
近
世
徴
租
法
の
研
究
は
近
時
幾
多
の
す
ぐ
れ
た
研
究
業
績
を
見
る
。
こ
の
う
ち
、
田
中
誠
二
氏
の
「
岡
山
藩
徴
租
法
の
研
究
」
は
、
備
前
池

田
家
の
土
免
法
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
が
、
鳥
取
藩
徴
租
法
の
研
究
に
も
甚
だ
参
考
に
な
る
労
作
と
い
え
る
。
こ
の
種
の
研
究
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
明
ら
か
に
さ
れ
る
時
期
が
く
る
と
思
わ
れ
る
。

　
①
　
藩
法
研
究
会
編
『
藩
法
集
2
　
鳥
取
需
品
の
う
ち
、
寛
永
九
年
か
ら
慶
安
元
年
　
　
　
　
④
　
藤
井
譲
治
氏
「
幕
藩
体
制
初
期
の
藩
財
政
」
（
『
史
林
』
五
穴
巻
第
一
馨
）
、
同

　
ま
で
の
「
御
家
中
御
法
度
」
四
七
～
五
三
頁
。
寛
永
九
年
か
ら
慶
安
元
年
ま
で
の

　
「
御
旧
法
御
定
制
」
壱
ノ
巻
　
三
三
九
～
三
四
〇
頁
。

②
『
藩
法
集
2
鳥
取
藩
』
「
御
家
中
御
法
度
」
慶
安
元
年
の
条
に
「
追
懸
著
於

　
在
之
、
請
取
口
々
如
書
出
組
切
申
合
、
是
又
侍
下
知
指
図
次
第
可
罷
出
初
」
と
あ

　
る
。

③
　
『
藩
法
集
2
　
鳥
取
藩
』
「
御
暇
法
御
定
制
」
寛
永
九
年
置
御
法
令
　
三
三
九

　
頁

　
馬
「
幕
藩
制
領
主
論
」
（
『
賛
本
史
研
究
』
一
三
九
・
一
四
〇
合
併
号
）
。
両
論
文

　
を
通
じ
て
、
若
狭
小
浜
藩
に
お
け
る
家
臣
知
行
制
の
問
題
を
分
析
さ
れ
、
明
暦
年

　
間
に
お
い
て
裁
判
権
は
藩
主
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
ざ
れ

　
て
い
る
。

⑥
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
控
帳
」
万
治
四
年
（
寛
文
元
）
正
月
二
臼
の
条

⑥
　
「
控
帳
」
寛
文
四
年
一
〇
月
の
条
、
『
鳥
取
藩
史
』
第
二
巻
参
照
　
七
頁

⑦
　
第
三
章
識
の
⑭
を
参
照
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⑧
　
岡
嶋
家
文
書
「
知
行
目
録
」
（
鳥
取
県
博
物
館
蔵
）
。

⑨
「
悶
府
年
表
」
寛
永
九
年
一
一
月
の
条
、
寛
永
一
一
年
三
月
の
条

⑩
寛
永
一
八
年
「
万
言
脹
」
一
〇
月
の
条

⑪
　
慶
安
元
年
「
三
三
帳
」
卯
［
月
の
条

⑫
　
慶
安
元
年
「
万
留
帳
」
に
よ
っ
て
家
老
執
政
の
当
番
状
況
を
紹
介
す
る
と
、
次

　
の
通
り
で
あ
る
。

番飛騨

　主計

　大涌

　飛騨

　主計

　飛騨

　大憩

　飛騨

　主計

　大和

　飛騨

　大和

　主計

　飛騨

　主計

　大和

飛騨

4月29日迄

5月1日～

〃15日～

6月1日～
’！　15　H　一v

〃28艮～

7月1日～

ク15日～

8月1日～

〃15日～

9月1日～

〃15日～

〃25日目

霜月1日～

ク15日～

12月1H～
〃15目～

⑬
　
　
「
照
府
年
表
」
寛
文
元
年
二
月
廿
二
冒
の
条
に
、
　
「
乾
甲
斐
元
服
、
御
職
に
任

　
ぜ
ら
る
」
と
あ
る
。

⑭
『
鳥
取
藩
史
』
第
二
巻
格
式
の
所
に
、
「
証
人
下
帳
」
の
万
治
元
年
の
記
事

　
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑮
寛
文
八
年
「
控
帳
」

⑯
津
田
家
が
家
老
執
政
と
な
る
の
は
元
禄
五
年
で
あ
り
、
鵜
殿
家
は
元
禄
｝
○
年

　
か
ら
で
あ
る
。

⑰
　

『
鳥
取
藩
史
』
第
二
巻
所
収
の
、
明
暦
元
年
の
御
礼
帳
に
は
、

一
禦
誰
よ
り
御
許
下
薯
上
（
罐
緩
）

　
「
御
さ
う
に
よ
り
御
盃
被
下
叩
鉦
上
（
瀞
座
名
箭
省
略
）

　
一
御
吸
物
よ
り
御
盃
被
前
置
　
神
戸
又
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
俘
賀
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
外
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
儒
濃
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箕
浦
玄
蕃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
内
膳

　
と
あ
る
。
最
初
の
着
座
三
家
と
は
両
荒
尾
・
和
田
の
三
執
政
家
で
あ
ろ
う
が
、
次

　
の
着
座
の
家
は
乾
・
津
田
・
鵜
殿
・
池
田
日
向
は
も
ち
ろ
ん
、
の
ち
に
「
証
人
上
」

　
の
格
式
と
な
る
福
田
・
菅
・
安
養
寺
∴
矢
野
の
四
家
も
入
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

　
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
の
ち
の
着
座
家
は
明
暦
元
年
以
降
寛
文
入
年
頃
ま
で
の
間

　
に
お
い
て
固
定
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

⑱
「
函
府
年
表
」
万
治
三
年
一
二
月
の
条
に
、
「
組
頭
の
内
に
て
左
の
離
々
御
家

　
に
旧
し
ぎ
家
筋
に
依
て
、
向
後
は
御
譜
代
と
可
被
称
旨
被
仰
渡
」
と
あ
り
、
神
戸

　
・
天
野
以
下
六
家
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑲
天
明
四
年
・
弘
化
二
年
「
甲
山
給
人
所
附
帳
」
（
鳥
取
梁
博
物
館
蔵
）

⑳
　
鳥
取
藩
「
証
人
上
」
の
格
式
を
持
つ
菅
家
（
知
行
高
三
、
○
○
○
石
）
の
、
、
寛

　
永
｝
○
年
の
知
行
と
弘
化
二
年
の
所
附
帳
と
の
両
者
を
表
示
す
る
と
次
の
通
り
で

　
あ
る
。弘化2年

石　知行地
　　八上郡
08小河内村
　　八上郡

知行高　知行地
　石　　八上郡
240，808　　’j、亨可内村

　　　　八上郡
52、401　　ネ申　　馬　　村

　　　　八上郡
454，216佐貫村
　　　　会見郡
514，168柏尾村
　　　　河村郡
818，06G　　長　　菰二　村

　　　　久米郡
761、　367曲村61，　367

24，ユ33

95，　204

曲　　　村

　久米郡

北尾村
　八上郡
八日市村

寛永1G年

知行高

　石
240，　808

52，　401

587，　259

514，　168

地；

　八．

小渣

　八．

神　，

　八，

佐貫；

　滝
上荏

驚醐

u
難
燃
村

818．06G　　長　　更〔　　村

　　　　　久米郡
761，　367曲村
　　　　　久米郡
23，280北尾村之内
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⑳
前
掲
拙
稿
「
鳥
取
藩
に
お
け
る
荒
尾
手
政
治
の
研
究
」

＠
　
　
『
藩
法
集
2
　
鳥
取
藩
』
　
「
御
家
中
御
法
度
」
承
応
二
年
の
条

＠
　
伯
薪
国
会
見
郡
長
砂
村
は
、
寛
永
一
〇
年
よ
り
荒
尾
内
匠
の
知
行
地
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
寛
永
九
年
の
土
免
状
に
は
荒
尾
氏
の
名
前
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

　
寛
永
｝
二
年
の
土
免
状
を
紹
介
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
会
見
郡
長
砂
村
相
定
土
免
之
蔀

　
　
田
畝
数
三
拾
七
町
六
反
四
畝
弐
拾
三
分
半

　
　
畠
畝
数
四
町
五
反
四
畝
三
分
　
　
　
荒
尾
内
匠
殿

　
一
田
畠
高
談
五
百
九
拾
八
石
三
斗
四
升
九
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
畠
三
拾
三
石
三
斗
三
升
三
合

　
　
　
物
成
弐
否
弐
拾
壱
石
三
斗
八
升
九
合
　
三
ツ
七
分

　
　
　
　
内
灘
石
弐
斗
六
升
　
宛
累
加
損
二
遮

　
　
　
残
物
成
弐
百
拾
四
石
置
旧
弐
升
九
合

　
　
　
　
外
言
口
米
有
之

　
右
之
通
定
山
上
者
、
小
百
姓
出
作
共
二
寄
合
、
田
贔
無
甲
乙
令
割
符
、
来
ル
霜
月

　
中
二
急
度
皆
済
可
仕
候
、
若
盗
人
失
人
有
之
共
為
残
百
姓
弁
納
所
可
仕
者
也

　
　
寛
永
拾
弐
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
源
兵
衛
花
押

　
　
　
　
五
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
住
九
左
衛
門
花
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
百
姓
巾

⑳
　
鳥
取
藩
の
地
方
知
行
の
性
格
を
研
究
し
た
労
作
に
、
山
中
寿
夫
氏
「
幕
藩
体
制

　
下
に
お
け
る
地
方
知
行
の
性
格
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
研
…
究
』
七
二
量
の
論
文
が

　
あ
る
。
岡
氏
は
、
知
行
地
に
お
け
る
裁
判
権
、
免
率
決
定
権
の
藩
主
裳
握
の
時
期

　
を
分
析
さ
れ
、
裁
判
権
は
入
国
当
初
か
ら
、
免
決
定
権
は
承
応
二
年
か
ら
で
あ
る

　
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

⑯
　
　
『
藩
法
臨
集
2
　
鳥
へ
取
藩
』
　
「
｛
仕
方
御
法
一
皮
」
慶
安
四
年
の
条

⑳
　

『
藩
法
集
2
　
鳥
取
藩
』
　
「
在
方
御
法
度
」
慶
安
元
年
の
条

⑳
　

『
藩
法
集
2
　
鳥
取
藩
睡
　
「
御
家
中
御
法
度
」
明
暦
二
年
の
条

⑱
前
掲
山
中
寿
夫
琉
「
三
寸
体
制
下
に
お
け
る
地
方
知
行
の
性
格
に
つ
い
て
」

⑲
　
寛
文
｝
○
年
「
御
勘
定
所
御
定
」
に
、

　
一
御
家
中
物
成
壱
ツ
成
可
被
差
上
候
、
顎
当
年
之
野
並
勝
手
次
第
五
分
通
二
て
も

　
　
被
差
出
、
残
五
分
ハ
免
御
返
シ
以
後
か
其
内
二
て
も
心
次
第
差
出
シ
可
被
申
事

⑳
田
中
誠
二
氏
「
岡
山
藩
徴
程
法
の
研
究
」
（
『
史
林
』
五
九
巻
一
号
）
。
水
本
邦

　
彦
氏
「
土
免
仕
法
と
元
和
・
寛
永
期
の
村
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一
五
四
号
）
、
同

　
「
近
世
前
期
の
『
土
豊
猟
に
つ
い
て
」
　
（
『
歴
史
評
論
』
三
二
六
号
）
。
中
口
久
夫

　
残
「
近
世
初
期
租
法
の
研
究
」
　
（
『
地
方
史
研
究
』
二
七
巻
一
号
）
。
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五
支
藩
設
覆
の
憲
義

　
藩
政
史
に
お
け
る
家
の
強
化
が
寛
文
期
の
特
徴
で
あ
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

係
す
る
こ
と
は
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

寛
文
期
に
お
け
る
大
名
宗
主
権
の
確
立
が
必
然
的
に
宗
家
の
血
縁
保
持
に
関

鳥
取
藩
に
お
け
る
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
池
田
光
仲
の
第
二
子
池
田
仲
澄
分
知
の
と
き
、
甫
嶺
自
筆
の
「
心
得
書
」
き
に
、
　
「
御
時
世
二
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ひ
、
首
尾
能
蒙
仰
、
殊
二
家
塾
ク
相
成
候
」
云
々
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
宗
家
の
血
縁
保
持
の
一
面
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。



鳥取藩における宗主権の確立（河手）

　
が
ん
ら
い
、
支
藩
設
置
の
歴
史
的
意
義
は
、
幕
府
に
よ
る
大
名
権
力
の
分
断
・
分
散
策
で
あ
る
一
面
と
、
大
名
家
に
お
け
る
家
の
存
続
策
、

宗
主
権
の
確
立
策
と
い
う
両
面
を
持
っ
て
い
る
。
右
に
紹
介
し
た
翠
雨
の
「
御
時
世
に
随
ひ
扁
と
は
こ
の
両
面
を
言
い
得
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
支
藩
設
置
に
右
の
両
面
が
あ
る
限
り
、
大
名
家
と
し
て
は
、
幕
府
政
策
の
意
図
を
排
除
し
て
宗
藩
権
力
の
確
立
に
寄
与
す
る
支
藩
設
置
を
企

図
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
鳥
取
藩
の
支
藩
設
置
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
意
図
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
貞
享
二
年
光
仲

の
「
心
得
書
」
に
表
現
さ
れ
て
い
る
支
藩
設
置
の
基
本
的
態
度
は
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
の
態
度
を
要
約
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

　
1
　
壱
岐
守
に
分
知
す
る
所
領
は
、
切
分
け
新
田
地
で
あ
る
こ
と
。

　
2
　
分
知
家
へ
は
附
人
を
派
遣
す
る
。
r

　
3
　
本
四
の
法
令
が
支
藩
を
拘
束
す
る
。

　
4
　
本
藩
・
支
藩
両
家
の
家
臣
は
同
格
で
あ
み
。

　
右
の
諸
条
項
に
つ
い
て
そ
の
要
旨
を
説
明
し
た
い
。

　
鳥
取
藩
の
分
知
家
は
、
鳥
取
新
田
と
し
て
分
知
さ
れ
た
光
伸
の
第
二
子
壱
岐
鳳
至
貧
家
（
東
館
）
と
、
因
幡
新
田
と
し
て
分
知
さ
れ
た
第
五

子
河
内
守
清
定
家
（
西
館
）
と
の
二
支
藩
を
指
す
。
壱
岐
守
家
は
貞
享
二
年
二
万
五
千
石
を
分
知
さ
れ
、
河
内
守
家
は
元
禄
一
三
（
一
七
〇
〇
）

年
一
万
五
千
石
を
分
知
さ
れ
た
。
幕
府
の
待
遇
は
、
叙
任
・
参
勤
交
代
・
公
役
賦
課
な
ど
、
他
の
諸
侯
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

　
鳥
取
藩
分
知
家
の
所
領
は
切
分
け
新
田
地
で
あ
っ
た
が
、
ご
く
一
部
を
除
き
、
そ
の
新
田
村
が
一
村
立
ち
の
新
田
村
で
な
か
っ
た
こ
と
に
特

徴
を
持
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
備
前
岡
山
藩
の
皮
藩
鴨
方
藩
も
新
田
分
知
の
藩
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
開
拓
さ
れ
た
薪
田
村
の
一
村
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

べ
て
が
分
知
家
に
分
与
さ
れ
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
鳥
取
藩
の
場
合
は
、
古
田
村
の
う
ち
の
一
部
に
切
添
え
的
新
田
の
部
分
が
あ
り
、
各
村
に
あ
る
そ
の
よ
う
な
切
添
え
的
新
田
の

部
分
を
総
計
し
て
所
領
と
し
て
分
知
す
る
形
が
と
ら
れ
て
い
る
つ
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し
た
が
っ
て
、
表
面
的
に
は
「
国
安
ノ
内
、
向
新
田
村
」
と
い
う
よ
う
に
、
独
立
し
た
村
名
が
表
現
し
て
あ
っ
て
も
、
現
実
は
国
安
村
の
う

ち
の
一
部
分
を
指
す
新
田
の
場
所
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
行
政
的
に
も
独
立
し
て
村
運
営
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
国
安
村
の
庄
屋
の
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

握
下
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
新
田
村
と
表
現
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
一
種
の
架
空
的
村
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
支
藩
の
所
領
と
称
さ
れ
て
い
て
も
、
支
藩
主
の
所
領
地
に
対
す
る
統
治
権
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
本
選
の
瞑
米
の
家
と
し
て
の

存
在
で
あ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
鳥
取
中
本
藩
の
「
御
積
り
」
を
見
て
も
、
支
藩
会
計
は
本
田
会
計
の
中
に
包
含
さ
れ
て
お
り
、
財
政
的
に
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

全
に
本
藩
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
鳥
取
藩
に
お
け
る
地
方
知
行
権
の
変
質
は
、
給
人
の
知
行
地
に
対
す
る
支
配
関
係
を
薄
弱
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
一
部
の
支
配
権
は
残
存
し

　
　
⑥

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
支
藩
の
そ
れ
は
、
上
級
家
臣
に
も
及
ば
な
い
劣
弱
性
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
鳥
取
藩
分
知
家
の
設
置
は
、

鳥
取
藩
宗
主
権
の
確
立
と
そ
の
保
持
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
分
知
家
の
尾
大
化
は
許
さ
れ
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
鳥
取

藩
分
知
家
の
所
領
状
況
は
こ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
次
に
、
支
藩
対
策
の
一
つ
と
し
て
「
平
人
欄
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
「
時
人
」
は
本
塁
物
頭
格
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
、
通
常
二
名
で
、
　
「
御
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

人
之
御
家
老
」
と
呼
称
さ
れ
た
。
任
務
は
本
鞘
と
支
藩
と
の
連
絡
調
整
を
主
と
し
た
が
、
支
藩
に
対
す
る
監
視
監
督
の
意
味
も
持
っ
て
い
た
。

　
藩
政
史
研
究
に
お
け
る
支
藩
の
研
究
は
、
そ
の
取
扱
い
に
お
い
て
甚
だ
軽
く
、
研
究
も
僅
少
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
藩
の
存
続
を
支
え
た
支

藩
の
歴
史
的
存
在
は
軽
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
今
後
に
課
せ
ら
れ
た
研
究
の
一
視
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ろ
み
に
、
将
軍
家
に
対
す
る

御
三
家
は
、
い
わ
ば
本
藩
支
藩
の
意
味
も
あ
る
。
本
支
藩
を
含
め
て
の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
①
　
拙
論
「
本
管
と
支
藩
の
封
建
関
係
に
つ
い
て
」
（
『
鳥
取
大
学
教
養
部
紀
要
囁
第
　
　
　
　
③
　
谷
口
澄
夫
氏
『
岡
山
藩
政
史
の
研
究
』
三
一
一
一
頁
、
　
『
浅
口
郡
誌
』
一
四
章
天

　
　
五
巻
）
。
朝
尾
直
弘
氏
「
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
近
　
　
　
　
　
保
検
地
　
一
一
七
～
＝
一
ご
頁

　
　
世
2
　
一
九
七
五
年
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
御
連
枝
様
方
御
家
」
　
「
新
田
村
数
帳
」

　
②
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
松
平
壱
岐
守
源
仲
澄
公
御
分
地
刻
式
」
　
（
鳥
取
県
博
物
館
　
　
　
　
⑤
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
因
幡
・
伯
者
御
物
成
納
所
高
覧
」
に
よ
る
と
、
両
分
知
家

　
　
蔵
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
物
成
り
が
本
藩
会
計
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
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⑥
　
夫
口
米
・
ぬ
か
・
わ
ら
・
な
わ
代
米
は
従
来
通
り
給
人
が
受
取
る
。

奉
公
人
は
給
所
か
ら
求
め
る
な
ど
の
こ
と
を
指
す
。

給
人
へ
の

⑦
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
壱
岐
守
様
御
附
人
」
宝
永
三
年
の
条

六
　
池
田
光
仲
の
宗
教
政
策

鳥取藩における宗主権の確立（河手）

　
池
田
光
熱
の
宗
教
統
制
は
、
領
内
の
社
寺
に
対
す
る
そ
れ
で
は
な
く
、
池
田
家
自
体
に
お
け
る
宗
派
変
更
の
こ
と
が
ら
を
意
味
す
る
。
し
か

し
、
光
仲
の
宗
教
に
対
す
る
基
本
精
神
は
、
こ
の
宗
派
変
更
事
件
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
。

　
池
田
光
仲
が
鳥
取
東
照
宮
勧
請
に
あ
た
り
、
そ
の
別
当
寺
と
し
て
淳
光
院
を
開
基
し
、
そ
の
別
当
に
彼
の
従
兄
弟
公
侃
を
あ
て
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
、

す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
宗
教
上
に
示
し
た
光
仲
の
権
威
主
義
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
脚
光
院
が
領
内
寺
院
の
最
高
位
に
位
置

さ
れ
た
こ
と
も
、
右
の
諸
事
情
に
関
係
し
て
い
る
。
池
田
光
仲
の
宗
派
変
更
事
件
と
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
よ
り
黄
漿
宗
へ
の
改
派
事
件
の
こ

と
で
あ
る
。

　
が
ん
ら
い
池
田
家
の
菩
提
寺
は
、
天
正
年
間
池
田
輝
政
岐
阜
在
城
の
と
き
、
池
田
之
助
（
紀
伊
守
）
の
た
め
主
峰
寺
が
建
立
さ
れ
、
慶
長
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

間
姫
路
移
封
後
、
姫
路
に
黒
埼
寺
が
再
建
さ
れ
、
寺
領
百
石
が
寄
進
さ
れ
た
。
そ
の
後
寛
永
九
年
置
田
光
仲
の
鳥
取
移
封
に
と
も
な
い
、
龍
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

寺
の
住
職
提
宗
も
移
住
し
、
寛
永
一
〇
年
寺
領
二
百
石
が
与
え
ら
れ
た
。

　
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
提
題
は
、
摂
津
富
田
の
普
門
寺
に
お
い
て
隠
元
禅
師
に
啓
発
さ
れ
、
提
宗
の
弟
子
活
禅
と
と
も
に
黄
高
宮
へ
の
改
派

を
決
意
し
た
。
そ
の
た
め
龍
峰
寺
退
院
の
願
書
を
藩
主
光
仲
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、
光
仲
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、
改
派
の
義
は
勝
手
次
第
と
い

　
　
　
　
　
　
④

う
処
置
を
と
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
臨
済
宗
妙
心
寺
と
龍
峰
寺
と
の
確
執
が
生
ず
る
に
い
た
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
異
宗
の
死
没
を
期
に
、
妙
心
寺
の
動
き
が
活
発
化
し
、
次
の
如
き
願
書
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
　
態
以
使
僧
一
筆
令
啓
上
候
、
此
度
論
宗
・
活
禅
宗
派
畳
替
可
申
由
、
絶
言
語
野
、
然
者
大
守
御
先
祖
以
来
依
為
当
山
之
大
檀
越
、
竜
峰
寺
住
持
之
儀
者
、

　
御
代
々
妙
心
派
下
之
僧
致
相
談
来
様
間
、
今
以
相
違
無
母
様
二
軍
執
成
所
悩
候
、
此
等
之
趣
大
守
御
前
粗
研
御
披
露
候
、
恐
儂
謹
言
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六
月
廿
一
目

妙
心
寺
　
長
慶
院

　
　
　
　
大
通
院

　
　
　
　
光
国
院

　
　
　
　
退
蔵
院
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荒
尾
志
摩
守
殿

　
　
　
　
和
田
式
部
少
輔
殿

　
　
　
　
乾
　
甲
斐
守
殿

　
　
　
　
池
困
日
向
守
殿

　
右
書
状
の
主
旨
は
、
提
宗
・
活
禅
が
黄
壁
に
改
派
し
た
が
、
龍
峰
寺
へ
の
後
住
は
妙
心
寺
の
法
脈
に
て
相
続
さ
れ
る
よ
う
と
の
願
意
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
光
仲
の
態
度
は
・
庇
寺
之
儀
者
・
此
方
・
籍
有
之
候
其
上
相
模
藤
壷
存
寄
之
麻
田
問
・
蕎
心
得
可
被
嵐
」
と
い

う
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
こ
の
後
、
龍
峰
寺
に
何
か
変
事
あ
る
と
き
は
、
必
ず
妙
心
寺
よ
り
の
執
拗
な
返
還
要
求
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
光
仲
施
政
中
は
、
こ
の
よ

う
な
要
求
も
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
貞
享
二
（
＝
ハ
八
五
）
年
光
仲
隠
居
に
あ
た
り
、
改
派
食
思
処
理
の
必
要
を
感
じ
、
・
元
禄
三

（
エ
ハ
九
〇
）
年
家
老
執
政
を
も
・
羨
の
㌍
妙
心
寺
に
通
達
が
な
さ
れ
輸
・

　
　
一
筆
令
啓
達
候
、
妾
国
竜
峰
寺
之
儀
、
最
前
江
戸
上
地
江
御
使
僧
被
仰
様
候
、
伯
著
守
帰
国
之
上
二
世
相
模
守
江
申
聞
御
返
答
可
被
踏
襲
二
付
、
帰
国
以

　
後
相
模
守
江
被
爆
談
候
、
貴
寺
町
も
御
存
知
之
通
、
以
前
者
提
宗
・
活
禅
事
梢
模
守
懇
意
二
黒
存
置
故
、
勢
以
黄
漿
派
用
被
申
候
、
相
模
守
隠
居
之
義
二
候

　
得
老
、
此
以
後
伯
貫
録
心
次
第
二
被
致
候
様
二
と
被
申
候
、
伯
懸
守
者
黄
壁
帰
依
二
被
存
候
二
付
而
、
竜
峰
疎
簾
黄
奨
派
之
法
代
執
行
仕
思
様
二
被
申
付
候
、

　
恐
憧
謹
書

　
　
十
一
月
十
六
日
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
日
・
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乾
　
甲
斐



和
田
左
門

荒
尾
志
摩

鳥取藩における宗主権の確立（河手）

　
　
　
竜
泉
庵

　
　
　
東
海
庵

　
　
　
霊
雲
院

　
　
　
聖
沢
院

　
右
の
史
料
に
よ
る
と
、
光
仲
隠
居
後
は
、
藩
主
伯
者
守
綱
清
の
「
心
次
第
」
と
な
り
、
綱
清
も
黄
漿
宗
を
継
続
す
る
意
志
を
表
明
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
元
禄
五
年
を
む
か
え
る
と
局
面
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
妙
心
寺
に
よ
る
江
戸
幕
府
へ
の
訴
訟
の
こ
と
で
あ
る
。
訴

訟
の
内
容
は
、
鳥
取
藩
の
異
派
が
妙
心
寺
諸
末
寺
の
例
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
、
具
体
例
と
し
て
作
州
森
内
記
建
立
寺
院
の
黄
奨
へ
の
改
派
を
示

　
　
　
⑨

し
て
い
る
。

　
妙
心
寺
に
よ
る
江
戸
訴
訟
は
、
翌
元
禄
六
年
小
笠
原
丹
後
守
の
取
な
し
に
よ
り
内
済
が
成
立
し
、
光
仲
死
後
こ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
に
な
つ

⑩
た
。　

こ
の
こ
と
あ
っ
て
直
後
、
池
田
光
仲
は
卒
中
で
倒
れ
、
元
禄
六
年
七
月
七
日
逝
去
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
鳥
取
藩
は
元
禄
七
年
新
た
に
興
禅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

寺
（
黄
紐
革
）
を
建
立
し
て
菩
提
寺
と
し
、
龍
峰
寺
は
約
に
よ
り
妙
心
寺
に
返
還
し
、
長
年
に
わ
た
る
宗
教
改
派
紛
争
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　
以
上
が
鳥
取
藩
改
憲
事
件
の
概
要
で
あ
る
。
が
ん
ら
い
隠
元
は
、
妙
心
寺
派
の
禿
翁
・
龍
渓
に
よ
っ
て
妙
心
寺
に
迎
え
ら
れ
る
運
動
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
妙
心
寺
の
関
山
派
に
よ
っ
て
、
こ
れ
は
退
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
龍
渓
は
自
坊
で
あ
る
摂
津
富
田
の
普
門
寺
に
彼
を
迎
え
た
の
で

あ
る
。

　
さ
ら
に
龍
燈
は
隠
元
の
こ
と
に
つ
き
幕
府
に
請
願
し
て
泉
川
鼻
綱
の
謁
見
を
許
さ
れ
、
当
時
の
実
力
者
酒
井
忠
勝
の
後
援
を
得
て
黄
全
山
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

福
寺
め
建
立
に
成
功
し
た
。
恐
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此
の
間
、
龍
渓
は
妙
心
寺
派
か
ら
黄
藁
に
転
じ
、
深
く
隠
元
に
帰
依
し
た
。
鳥
取
藩
の
提
訴
・
活
禅
の
改
派
は
、
け
だ
し
龍
渓
の
画
派
に
関

係
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
か
終
始
諸
宗
・
活
禅
の
改
丁
を
支
援
し
、
妙
心
寺
の
要
求
を
退
け
続
け
た
池
田
光
仲
の
権
威

主
義
は
こ
こ
に
も
見
い
だ
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
①
岡
島
正
義
「
鳥
府
志
」
（
『
鳥
取
県
史
』
近
世
資
料
6
巻
）
五
六
九
頁

　
②
③
　
　
「
鳥
府
士
心
」
龍
峯
山
興
禅
寺
　
五
三
八
頁

　
、
鳥
取
池
田
家
文
書
、
明
治
二
年
「
広
徳
唐
琴
峯
寺
略
由
来
沖
上
」
　
（
鳥
取
県
博
物

　
館
蔵
）

④
　
　
「
因
府
年
表
」
．
万
治
二
年
の
条
、
　
「
鳥
府
志
」
龍
峯
山
興
禅
寺
の
項

⑤
　
鳥
取
池
田
家
文
書
「
龍
峯
寺
一
件
記
録
」
　
（
鳥
取
県
博
物
館
蔵
）

’
⑥
同
右
「
龍
峯
寺
一
件
記
録
」
寛
文
八
年
妙
心
寺
へ
の
返
書

⑦
　
「
困
府
年
衰
」
寛
文
＝
一
年
の
条
を
見
る
と
、
同
年
龍
峯
寺
出
火
の
こ
と
が
あ

り
、
住
職
活
禅
退
院
と
な
っ
た
が
、
そ
の
時
も
妙
心
寺
よ
り
後
住
は
妙
心
寺
派
下

よ
り
任
命
さ
れ
た
い
と
の
使
僧
が
派
遣
さ
れ
た
。

⑧
「
龍
峯
寺
一
件
記
録
」
元
禄
三
年
の
条

⑨
同
旨
、
元
禄
五
年
の
「
口
上
書
写
」

⑩
　
同
右
、
元
禄
六
年
「
口
上
黒
眼
」

⑭
　
、
「
因
府
年
蓑
」
元
禄
七
年
の
条

⑫
　
辻
善
之
助
氏
『
日
本
仏
教
史
』
近
世
篇
㊨
　
三
〇
〇
～
三
五
〇
頁

　
『
宇
治
市
史
』
3
　
万
編
尋
開
創
の
項
　
一
一
七
～
一
二
八
頁
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七
　
む

す

び

　
幼
年
を
も
っ
て
藩
主
の
座
に
つ
い
た
池
田
光
仲
の
藩
主
権
力
確
立
過
程
を
慶
安
元
年
前
の
準
備
段
階
か
ら
、
彼
の
晩
年
に
お
け
る
分
知
家
設

置
に
至
る
ま
で
を
舞
台
に
、
そ
の
施
策
を
幅
広
く
分
析
し
て
み
た
。
そ
の
具
体
的
内
容
は
、
池
田
家
一
門
の
設
定
を
通
じ
て
藩
主
の
座
を
か
た

め
、
幕
府
権
力
を
利
用
し
て
重
臣
の
抑
圧
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
臣
に
対
し
て
は
、
家
中
法
度
を
通
じ
て
統
綱
を
は
か
る
と
と
も
に
、

特
に
知
行
所
に
お
け
る
裁
判
権
・
徴
税
権
を
藩
主
が
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
官
僚
化
に
成
功
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
藩
主
権
力
を

強
固
に
す
る
た
め
、
家
の
存
続
を
企
図
し
、
分
知
家
の
設
定
を
は
か
っ
て
い
る
。
宗
教
問
題
に
関
し
て
は
、
煮
魚
事
件
を
通
じ
て
藩
主
の
権
威

主
義
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
権
力
の
確
立
時
期
は
、
既
に
明
ら
か
に
し
た
如
く
、
明
暦
か
ら
寛
文
年
間
に
わ
た
っ

て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
。



附
　
記

　
本
研
究
は
昭
和
五
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
（
総
合
研
究
Y
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
稿
を
お
え
る
に
あ
た
り
関
係
各
位
の
御
助
力
を
得
た
こ
と
が

大
で
あ
る
。
特
に
西
国
・
上
方
支
配
機
構
の
総
合
的
研
究
会
の
各
位
、
鳥
取
藩
政
史
研
究
会
の
方
々
、
鳥
取
県
博
物
館
・
同
図
書
館
の
各
位
に
対
し
厚
く
御

礼
を
・
甲
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
大
学
教
養
部
教
授
鳥
取
市
江

鳥取藩における宗主権の確立（河手）
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1’administration　domaniale，　et　en　ce　point　il　diff6rait　beaucoup　des

Oshinlee王臣家qui　exergaient　la　domination　domestique。　Ce　fut　au　Xe

slbcle　qu’il　regla　son　organe　seigneuria1，　le　mandokoro政所，　dont　le　noyau

fut　le　betto別当．　Mais　il　resta2t　toujours　d6pendant　de　la　pulssance

publique　et　son　double　caractere　s’exprimait　en　Yemploi　des　deux　actes

par　le　temple：fu　i’g一　et　cho　Jue．　Enfin，　au　milleu　du　Xle　siecle，　le

mandokoro　fut　6tabli　comme　une　institution　；　mais　en　m6me　temps　cela

voulut　dire　que　les　r61es　des　moines　pulssants　grandissaient．　D6sormais

leurs　infiuences　1’emportaient　sur　celles　du　betto．　Au　XIIe　si6cle，　cette

teBdance　Gevenue　claire，　le　betto　quitta　le　temple，　et　les　activites　des

mo1nes　pu呈ssants　devenaient　plus　remarquable，　conユme　on　voi亡aPocca－

sion　de　l’instauration　de！a　kumonjo公文所et　a£ulearidoleoro預所．

Parfols　refusant　le　paiment　des　redevances　au　temple，　ces　moines

puissants　agissaient　comme　seigneurs　priv6s．　Alnsi　le　pouvoir　du

temple　paraat　demembre　par　eux．

The　Establlshment　of　Seigniority　in　Tottori　Han

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳥取藩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　Tal〈kai　Kawate

　　Among　the　various　historical　topics　of　the　early　Edo江戸era，　the

instkution　of　feudal　lordship　is　very　important　ln　relation　to　the

establishment　of　Baleuh脇n　Taisei幕藩体制．111dispensable　work，　there－

fore，　is　the　elaborate　investigatioB　iBto　the　actual　conditions　of　feudal

lordship　which　culrninated　in　the　personal　rule　of　the　lord　himself，　and

of　the　readjustment　of　office　a（iministration．

　　The　process　of　establishment　in　which！肋s一一σ茄θ4σ池田光仲，　the

founder　of　the　Ifeeda　farnily池田家，　set　up　his　Iordship　in　Tottori　ffan

will　present　a　good　example．　Mitsunizfea，　having　succeeded　to　the

orace　of　lord　in　his　mlnority，　had　to　engage　in　the　conflict　with　his

major・　subjects　and，　as　he　grew，　he　managed　to　win　the　confllct　through

various　policies　such　as　the　use　of　the　authority　of　central　government

Bakufu幕府，　or　setting　up　the　exclusive　seignorial　family　of疏θ4α．

　　Then　he　fixed　firmly　the　social　status　of　his　subjects　and　rearranged

the　administrqtive　system　to　stabi1ize　the　authorky　of　the　lordship．
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Moreover　he　planed　to　set　up　a　braRch　of　j％π藩in　order　toエnain亡aill

the　supremacy　of　the　head　Han．　Fina11y　his　inclination　to　authority

seems　to　be　in　its　cu！mination　in　his　converslon　to　Obaleu四壁　sect．

Founding　of　the　Toho－Kai東方会

　　　　by

Kazu　Nagai

　　The　Toho－Kai　i’s　one　of　the　Japanese　nationalist　parties　in　the　thirties．

The　party　was　characterized　by　uniqueness　of　its　leaders’　political

career．　Most　of　its　leaders（Seigo　1＞盈α％o中野正剛was　the　most

famous）　had　belonged　to　the　progressive　group　of　a　conservative　party，

the　Kensei一　Kai憲政会（1ater　the　Minsei一　To民政党），and圭nspired　parlla－

mentalism　in　the　20’s．

　　But　in　the　period　of　the　Great　Depression　and　“　Manchurlan　lncident　”

they　renounced　tlaeir　parliamentalism　and　shifted　their　grounds　to　a

social－nationalism，　which　consjsted　of　three　political　1deas　“　Asia　Bloc　”，

“Controlled　Economy”　and　“Dictatorlal－Government”．　Naleano　and

his　comrades　intended　to　form　a　coalitioB　cabinet　of　the　lltfinsei－To　and

Setyu・Kai政友会ih　1931，　but　they　failed　and　had　to　secede　from　the

Minsei－To．　Learning　frorn　the　Fascist’s　movernents　ln　ltaly　and　Ger－

many，　they　founded　their　own　party，　the　Toho－Kai，　in　1936．　They　airned

at　expanding　it　into　a　large　scale　mass－party　llke’the　Nazi　and　reor－

ganizing　political　and　economic　order　according　to　their　social－nation－

alistic　pollcy．

　　Regarding　this　party　as　a　good　mirror　reflecting　tke　political　trends

of　Japanese　brougeois－nationalists　who　were　in　sympatlay　with　demo－

cracy　in　’Lhe　20’s　but　with　fascism　in　the　30’s，　the　autlior，　in　this　study，

tries　to　analize　the　movement　of　Nakano　and　his　comrades　from　their

secession　from　the　Minnsei－To　to　the　formation　of　the　Toho－Kai．
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